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第１節 教育計画 
平成30年度富山県教育委員会重点施策 

～富山スタンダードの更なる推進～ 

 

富山県教育委員会では、平成25年９月に、「富山県教育振興基本計画」（計画期間：平成25年度～

平成29年度）を策定し、「富山から世界へ羽ばたき、未来を切り拓く人材育成 －真の人間力を育む

教育の推進－」という基本理念を掲げ、中長期的視点から取り組むべき施策の全体像、体系を明ら

かにし、教育関係者をはじめとして県民総ぐるみで、本県教育の一層の充実を図り、着実に推進し

てきました。 

 

一方、平成27年度に設置された総合教育会議における協議を経て、平成28年３月には、「富山県

教育大綱」が策定されました。平成29年４月には、この「富山県教育大綱」の内容を踏まえ、本県

教育の一層の充実を図り、着実に推進していくための実効性のある計画「新富山県教育振興基本計

画」（計画期間：平成29年度からの５年間）を策定しました。 

基本計画の中では、基本理念（計画の目標）を、 

ふるさと富山に誇りと愛着を持ち、地域社会や全国、世界で活躍し、 

未来を切り拓く人材の育成 

－真の人間力を育む教育の推進－ 

 

として掲げており、県教育委員会では、これまでの取組みや良き伝統を発展・充実させながら、「と

やまの新しい教育」を創造し、人間的魅力を身につけ、未来に向かってたくましく生きていく「真

の人間力」を育む、富山県ならではの教育を「９つの基本施策」に基づき展開しています。 

この「富山県教育委員会重点施策」は、「新富山県教育振興基本計画」の各年度の実施計画とな

るものであり、実施に当たっては、市町村教育委員会をはじめ、関係機関、諸団体等と協力しなが

ら、学校、家庭、地域の相互の連携のもとに、実効性のある総合的な教育行政の推進に努めていき

ます。 

今後とも、本県の優れた教育を引き継ぎながら、富山ならではの質の高い教育を行っていくため

の特色ある取組みや環境整備である「富山スタンダード」をさらに推進し、家庭、学校、地域等が

一体となって質の高い教育を創りあげていきます。 
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＜平成30年度 政策体系別重点施策＞ 

１ 学校、家庭、地域で取り組む子どもの成長支援   

 

基本施策の目標： 

 子どもたちが、学校、家庭、地域の連携・協力のもと、安全・安心な環境の中で、基本

的な生活習慣や社会性を身につけ、豊かな人間性を育み、健やかに成長すること。 

 

(１）子どもの健全な育成と地域の教育力の充実 

学校、家庭、地域、企業等が連携し、それぞれの役割と責任を自覚しつつ、地域全体で子ども

を育む教育環境づくりを推進する。 

 

ア 地域全体で子どもを育む教育環境づくりの推進 

・ 学校・家庭・地域の連携協力による地域全体で子どもを育む教育環境づくりの推進 

  放課後子ども総合プラン推進委員会の開催などにより、地域全体で子どもを育む教育環境づく

りを推進する。                          （生涯学習・文化財室） 

 

・ 学校評価の推進 

学校の教育活動について的確に評価を行い、その結果を公表する学校評価を全県立学校で

実施するとともに､その充実を図る。 

 

・ 学校評議員事業［444千円］ 

学校評議員制度を全県立学校で実施する。               （県立学校課） 

 

・ とやま型学校評価システムの推進 

小・中学校の教育活動について的確に評価を行い、その結果を公表する「とやま型学校評

価システム」を全公立小・中学校において実施する。 

 

・ 社会に学ぶ「14歳の挑戦」事業［P.16に事業概要］          （小中学校課） 

 

 

イ 豊かな心を育む地域の教育力の充実 

 ・□拡とやまの子どもを守るネットトラブル防止対策事業［2,375千円］ 

    市町村の「学校ネットルールづくり」の取組みを支援するとともに、「小学生の学校ネット

ルールづくりワークショップ」を開催する。 

  

 ・ ネットパトロール事業［2,081千円］ 

ネットいじめ等の早期発見・早期対応を図るため、年間を通してインターネット上を検索 

し、児童生徒による不適切な書き込みがあれば学校へ情報を提供する。   （小中学校課） 
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・ 土曜日の豊かな教育活動推進事業［12,542千円］［P.７、43にも記載］ 

地域人材を活用した多彩な教育活動を推進するため、土曜日の学習活動や授業を支援する。                     

（生涯学習・文化財室、県立学校課） 

 

・ 公民館親子で高志の国探検事業［2,000千円］［P.28、30、43にも記載］ 

公民館を拠点に、子どもたちのふるさとの学びや身近な自然体験活動を推進する。                         

 

・ 放課後子ども教室推進事業［27,437千円］［P.43にも記載］ 

放課後や週末等に学校の余裕教室等を活用し、地域の方々の参画を得て、子どもたちに

学習や様々な体験・交流活動の機会を定期的・継続的に提供する。 

 

・ 青少年自然の家の運営［69,960千円］ 

自然環境の中での集団生活を通じて、心身ともに健全な青少年の育成を図るため、呉羽青

少年自然の家及び砺波青少年自然の家を運営する。 

 

・ 立山荘の運営［8,214千円］ 

県内小学校等による集団立山登山や観光客の宿泊・休憩施設として立山荘を運営する。 

(生涯学習・文化財室） 

 

 

ウ 自らの可能性や長所を最大限に活かすことができる教育環境の実現 

 ・ 中学校放課後学習支援推進事業［7,629 千円］［P.７にも記載］ 

希望する中学生を対象に、放課後や週末等に学校の余裕教室等を活用して、大学生や教員

ＯＢなど地域住民の指導による学習支援を実施する。       （生涯学習・文化財室） 

 

・ 高等学校等就学支援金等［2,095,865千円］ 

高等学校等の授業料無償化制度の見直しに伴う支援として、一定の収入額（年収 910万円

程度）未満の世帯に「就学支援金」等を支給する。 

また、高校等を中途退学した者が再び高校で学び直す場合に、「学び直しの支援」として、

就学支援金支給期間経過後も卒業までの間（最長２年）継続して授業料の支援を行う。 

 

・□拡公立高等学校奨学のための給付金事業［172,018千円］ 

授業料以外の教育費負担を軽減するため、公立及び国立の高校等の低所得世帯の生徒に対

して「奨学のための給付金」を支給する。 

（生活保護世帯：32,300円、その他の低所得世帯の第１子：80,800円、第２子以降： 

129,700円、通信制：36,500円） 

(県立学校課) 
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・ 奨学資金事業の実施［72,777千円］ 

経済的理由で修学が困難な高校生等に対し奨学資金の貸与を行う。    （県立学校課） 

 

 

(２）家庭の教育力の向上 

基本的な人格形成の場である家庭の教育力の向上を、学校、地域、企業等が連携して支援すると

ともに、子どもの望ましい生活習慣の定着に向けた取組みを推進する。 

 

ア 学校、地域、企業等が連携した家庭の教育力の向上 

・ とやま親学び推進事業［3,601千円］ 

・とやま親学び推進協議会の設置 

  とやま親学び推進協議会を設置し、推進リーダー等を養成・配置することにより、親

学びを推進する。 

・「親学び講座」の開催 

  乳児から中学生までの子どもをもつ親を対象に、自分の役割や子どもとのかかわり方

を学ぶ「親学び講座」の充実・推進を図る。 

・とやま親学び企業内啓発講座 

  経済団体等と連携して、企業において家庭教育講座を開催する。 

 

・ 家庭教育かわら版事業［3,100千円］ 

しつけや望ましい生活習慣、親子のふれあいなどの家庭教育に関する情報紙「ほっとタイ

ムス」を年２回発行し、年少児から小学校２年生までの保護者等に配布する。 

 

・ 家庭教育総合相談事業［5,399千円］ 

子育て情報ホームページ「子育てネッ！とやま」による情報提供や、電話相談やカウンセ

リング、電子メール等を活用した家庭教育に関する総合的な相談体制を整備する。 

 

・ 子どもの読書活動推進事業［2,570千円］［P.７にも記載］ 

家庭・地域・学校における子どもの自主的な読書活動を推進する。 

（生涯学習・文化財室） 

 

・ 小学１年生 安心子育て支援事業［638千円］［P.20にも記載］ 

    小学校入学前後の子どもを持つ保護者を支援するため、保護者支援リーフレットを配布す

る。                                   （小中学校課） 

 

 

イ 子どもの望ましい生活習慣の定着に向けた取組みの推進 

・ 「朝から元気とやまっ子」食育・健康教育推進事業［P.18に事業概要］ 

（保健体育課） 
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・ 小学１年生 安心子育て支援事業［638千円］［P.20にも記載］ 
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イ 子どもの望ましい生活習慣の定着に向けた取組みの推進 

・ 「朝から元気とやまっ子」食育・健康教育推進事業［P.18に事業概要］ 

（保健体育課） 
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(３）児童等の安全の確保 
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  特別支援学校全校に防犯カメラ、監視モニター等を設置する。      （教育企画課） 
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２ 子どもの可能性を引き出し、才能や個性を伸ばす教育の推進  

 

基本施策の目標： 

 子どもたちが、基本的な知識・技能とともに探究力や課題解決能力を身につけ、グロー

バル化や科学技術が進展する社会の中で、自らの可能性を発揮し未来を切り拓いていく力

を育むこと。 

 

(１）確かな学力の育成 

基礎的・基本的な知識・技能を身につけ､自ら学び､考え､課題を解決するために必要な思考力、

判断力、表現力、コミュニケーション能力を育む。 

また、児童生徒の実態を把握し、家庭学習も含めた学習習慣等の定着を図り、学力向上に向けた

取組みを推進する。 

さらに、知的好奇心、学習意欲、探究心、科学分野への興味や関心を高め、その能力を伸ばす教

育を推進する。 

 

ア 基礎的・基本的な知識・技能や思考力、判断力等の育成 

・□拡とやま型学力向上総合支援事業（小・中学校）［22,658千円］［P.11にも記載］ 

全国学力・学習状況調査等の結果分析と、それを学校改善、授業改善に有効に活用するた

めの体制の充実を図る。市町村教育委員会の学力向上の取組みに対して総合的な支援を行う

ことにより、児童生徒の確かな学力の育成を図る。 

・学力向上推進会議の開催 

・授業の達人活用事業 

・アクティブ・ラーニング推進リーダー育成事業 

・学力向上対策研究拠点校事業 

・学習習慣・生活習慣育成事業 

・学力向上市町村教育委員会プラン研究委託事業 

・○新英語学習パートナー派遣事業 

 

・ 学びのアシスト推進事業（小学校）［1,245千円］ 

富山大学の教員志望大学生を学習補助者として小学校に派遣し、児童の学習意欲の向上や

きめ細かな学習に対応し、学力向上を推進する。 

 

・ 基礎的な学力の定着 

県内全ての小学生が共通の問題に取り組む「漢字・計算チャレンジテスト」や、個に応じ

たきめ細かな指導の充実、朝学習や夏休み中の学習相談の実施等の取組みを行う。 

（小中学校課） 
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・○新新たな学び創造事業［6,000千円］ 

新学習指導要領に示された主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の視点

からの授業改善を推進し、大学入学共通テスト等に対応できる確かな学力を育成する。                           

 

・□拡ＩＣＴ教育推進事業［49,453千円］［P.８、24にも記載］ 

実施校に、タブレット端末を含む無線ＬＡＮ環境を整備し、ＩＣＴ機器を活用した授業を

一層推進する。                              （県立学校課） 

 

・ 土曜日の豊かな教育活動推進事業［P.３に事業概要］ 

(生涯学習・文化財室、県立学校課) 

 

・ 中学校放課後学習支援推進事業［P.３に事業概要］ 

 

・ 子どもの読書活動推進事業［P.４に事業概要］           （生涯学習・文化財室） 

 

・ 小学校専科教員配置事業［P.19に事業概要］               （教職員課） 

 

 

イ 知的好奇心等を高め、その能力を伸ばす教育の推進 

・□拡とやま科学オリンピックの開催（第８回）［8,202千円］ 

子どもたちの科学に対する関心を高めるとともに、科学的才能を引き出して伸ばすことを

目的に、小・中・高校生を対象に、人文・社会科学分野も含めた幅広い思考力を問うととも

に、実験・観察も取り入れた「とやま科学オリンピック」を開催する。 

 

・ とやまの科学教育推進事業［3,585千円］ 

教育フォーラム、とやま科学オリンピック体験セミナー等を実施する。 

 

・ 「科学の甲子園」「科学の甲子園ジュニア」代表チーム研修事業［653千円］ 

「科学の甲子園」「科学の甲子園ジュニア」の全国大会に出場する本県代表チームの研修

を実施する。                              （教育企画課）                                 

 

・ ふるさととやまの自然・科学探究推進事業［3,330千円］［P.30にも記載］ 

富山の自然等を通して科学的な視点を養う小学生向けの副読本を配布し、授業や地域学習、

家庭学習などで活用し、自分で目的を持って自然に触れ、観察することで探究する態度や科

学する心を育てる。また、観察・実験等の体験学習を積極的に行った児童へ認定証を発行す

る。                                 （小中学校課） 
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・ とやまっ子理科大好き推進事業［1,094千円］ 

小・中学校における理科の観察・実験を支援する「観察実験アシスタント」の適切な配置

支援と資質向上のため、コーディネーターを配置する。           （小中学校課） 

 

・ スーパーサイエンスハイスクール事業（国委託事業）［981千円］ 

平成 26年度に指定を受けた富山中部高校において、探究力や科学的思考力等を身につけた

科学技術系人材育成のため、高大連携による課題研究、英語による研究発表指導等を実施す

る。                                  （県立学校課） 

 

 

(２）社会で活きる実践的な力の育成 

将来の夢や目標を持ち､進路を自ら選択・決定する力､チャレンジする精神､生涯にわたり学び続

ける意欲を育む。 

また、積極的に社会に参画、貢献し、信頼される若者に成長するよう、カリキュラム・マネジメ

ントの観点を通じて教育課程の改善を進め、子どもが自己肯定感を持って、職業観や勤労観、家族

観、確かな学力を身につけるための教育を推進する。 

 

ア 進路を選択・決定する力、生涯にわたり学び続ける意欲等の育成 

・ 富山型キャリア教育充実事業［6,622千円］［P.43にも記載］ 

小中学校での起業体験や高校でのインターンシップの推進など、発達段階に応じたキャリ

ア教育を充実し、地域を支え富山で活躍できる人材を育成する。 

また、県立高校にキャリア教育アドバイザーを配置し、就職支援及びインターンシップの

推進を図る。                        （県立学校課、小中学校課） 

 

・ 私立高等学校キャリアプランニング推進事業 [4,560千円] [P.43にも記載] 

     私立高校にキャリア教育アドバイザーを派遣し、就職支援やインターンシップの推進、

県内企業への理解促進を図る。               （総合政策局所管事業） 

 

・ 「とやまマルチネット」を活用した教育の情報化の推進［17,469千円］ 

県全域高速回線網「とやまマルチネット」により、全県立学校に整備された校内ＬＡＮや

コンピュータ等のＩＣＴ学習環境を活用して、教科指導による学力の向上を図るとともに、

情報化に対応した新しい資質の育成に向けた情報教育を進めるなど、ＩＣＴを活用した教育

を充実する。 

 

・□拡ＩＣＴ教育推進事業［P.7に事業概要］                   （県立学校課） 

 

 

 
※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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イ 社会に参画、貢献し、信頼される若者の育成 

・ 子どもとやま県議会事業［791千円］ 

子どもたちの代表 40 人が、県議会議事堂にて、身近で学んだことや体験したことを題材

に、将来の富山県や日本、世界について、感性あふれる意見や夢のある提言を発表する。 

 

・ 高校生とやま県議会事業［930千円］ 

高校生の代表 40 人が、富山県のよりよい未来を創るための意見交換や議会体験等を通し

て、政治参加意識や社会参画意識を高める。 

 

・ 富山県青年議会事業［500千円］ 

各市町村や青年団体等から推薦された青年議員 40 人が、よりよい県政の方向性等につい

て若者の視点で学習してきた成果を生かし、県当局に質問や提案をする。 

（生涯学習・文化財室） 

 

 ・ 児童生徒が主体的に進める活動への支援 

福祉・ボランティア活動やインターンシップ、児童生徒自身の問題を解決するための生

徒会活動、学級活動等に対し、家庭や地域の教育力も活用しながら支援する。 

（県立学校課、小中学校課） 

 

 ・ 社会に学ぶ「14歳の挑戦」事業［P.16に事業概要］           （小中学校課） 

 

 

ウ 若者の県内定着の促進 

・ とやまの子ども 夢・ふるさと発見事業［1,000千円］［P.15、43にも記載］ 

「富山で学ぶ・働く・結婚する・産み育てる・暮らすなど、富山の良さを知る」生徒が増

加するように、冊子の活用や赤ちゃんとのふれあい体験を通し、ふるさと教育を含めたライ

フプラン教育について体系的に進める。                 (小中学校課) 

 

・ とやまの高校生ライフプラン教育充実事業［2,000千円］［P.15、43にも記載］ 

富山で働き子育てする良さと自らの生き方に関する副教材の活用や、赤ちゃんふれあい体

験、産婦人科医等の特別授業を支援することにより、ライフプラン教育の普及・充実を図る。              

                                                                           

・ 高校生ものづくりマイスター育成事業［2,349千円］       

     全国大会上位入賞や高度な資格を取得した生徒を県独自に「マイスター認定」するととも

に、上位入賞等に向けた取組みを支援する。               （県立学校課） 

 

・ 科学技術教育設備充実費［P.24に事業概要］              （教育企画課） 
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(３）グローバル社会で活躍できる人材の育成 

ふるさとへの誇りと愛着を持ち、広く世界に目を向け国際的な視野を有し、未来を自ら切り拓き、

富山や全国そして世界を舞台に活躍する人材を育てるため、探究力や課題解決能力、コミュニケー

ション能力及び高い英語力を育む。 

 

ア 探究力、課題解決能力、コミュニケーション能力及び高い英語力の育成 

・□拡小学校英語教育モデル事業［35,804千円］［P.19にも記載］ 

小学校における英語の教科化に備え、モデル校(新規 38 校、継続 22 校、計 60 校)に英語

専科教員を配置し、指導方法等を研究するとともに、研修等を通して、小学校教員の英語指

導力を育成する。                             (教職員課) 

 

・ とやまの高校グローバル人材育成促進事業（一部国委託事業）［1,872千円］ 

高度な英語力をもち、世界で活躍するグローバル人材を育成するため、各校で学習到達目

標の設定を促進し、県内高校における英語指導の一層の充実を図る。 

 

・□拡とやまの高校グローバルチャレンジ事業［8,400千円］ 

海外有名大学等での研修を通して、将来、世界を視野に活躍する人材づくりのきっかけと

し、富山の良さを海外でアピールすることができるよう、事前・事後研修等の充実を図る。 

 

・ スーパーグローバルハイスクール事業（国委託事業）［6,000千円］ 

平成 26年度に指定を受けた高岡高校において、高度な英語力と国際感覚を身につけたグ

ローバルリーダー育成のため、ＮＯＷＰＡＰや大学等の連携、生徒海外研修等を実施する。 

 (県立学校課) 

 

 

イ 国際交流などの取組みの促進 

・ 外国語指導助手〔ＡＬＴ〕の配置［175,418千円］ 

 

・ 高等学校生徒海外派遣事業［17,813千円］［P.30にも記載］ 

ふるさと富山への理解や英語による富山の魅力発信などについて事前研修を行うととも 

に、派遣地での生徒間交流などによる異文化への理解を通じ、世界とのつながりの中で未来

の郷土を支え、社会の発展に貢献するグローバル人材の育成を図る。 

 

・ とやまの高校生留学促進事業［6,847千円］ 

高校生等の異文化理解を深め、我が国と海外の国との相互理解と友好親善に寄与する人材

育成のため、県内高校生等に留学支援金を給付し、海外留学の促進を図る。 

(県立学校課) 
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(４）教員の資質向上 

優れた教育理念や指導技術の継承、教員研修の充実等により、教育への情熱や使命感をもつ勤勉

で、新たな教育的課題に適切に対応できる実践的指導力を有する教員を育成するとともに、教員の

大量退職が見込まれる中、優れた教員の確保と教員が児童生徒と向き合いやすい環境の整備に努め

る。 

 

ア 勤勉で、実践的指導力を有する教員の育成 

・ キャリアステージ等に応じた研修の充実［5,670千円］ 
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において、「具体的な事例や体験を通して学ぶ研修」や「教職員としての自覚や使命感・倫理

観を高める研修」を実施するなど、学校内における職務や経験等に配慮した研修や、新学習

指導要領、情報教育、学校組織マネジメント等、今日的な課題に対応した研修の充実を図る。 

                                   （小中学校課） 

 

・ 大学、研究機関、企業等への内地留学や海外研修の実施［2,195千円］ 

                            （県立学校課、小中学校課） 

 

・ 現職教員の富山大学教職大学院への派遣［13,001千円］ 

 

・ 大学院修学休業制度や認定講習制度を活用した、教員の専修免許状等の取得の促進や資質

向上［889千円］ 

 

・ 自己啓発等休業制度を活用した、多様な教育課題に対応できる教員の育成 

(教職員課) 

 

・ 教師力向上支援事業［4,500千円］ 

今日的な教育課題に対応していく資質を涵養するため、教員を国内外の教育事情視察など

に派遣する。 

 

・ 教師の学び支援塾事業［1,500千円］ 

教育実践に優れた授業力向上アドバイザーや退職教員等を活用し、熟達教員の持つ優れた

教科指導、生徒指導、進路指導、部活動の指導など、学校教育における指導上のノウハウを、

研修等を通じて若手教員に伝承する。                  （県立学校課） 

 

・ 小中学校授業力向上対策事業［1,200千円］ 

小・中学校教員の授業力向上のための研究活動を支援する。       

 

・□拡とやま型学力向上総合支援事業［P.６に事業概要］            （小中学校課） 
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・ 情報教育に関する研究や研修等の実施［9,272千円］ 

インターネットやＩＣＴ環境を活かす教員のＩＣＴ活用指導力の向上に向けた教育研究

及び研修を総合教育センターで実施する。 

・小・中・高等学校及び特別支援学校を交えた教育情報データベースの活用 

・インターネットやＩＣＴを活用した授業方法に関する教育研究 

・情報活用の実践力や情報モラル等情報社会に参画する態度を育てる情報教育に関する教

育研究とこれらの実践的指導力を育てる研修 等        

 

・ 指導力向上特別研修事業［2,431千円］ 

指導が不適切と判定された教員に対して、指導力回復のための研修を実施し、学校現場へ

の復帰を支援する。                          （教育企画課） 

 

・ 生徒指導や教育相談に関わる教員の資質向上 

生徒指導セミナーや学校カウンセリング講座等の研修機会の充実を図る。 

 （県立学校課、小中学校課） 

 

・ 進路指導に関わる教員の資質向上［70千円］ 

進路指導講演会、事例発表や校種ごとに分かれての研究協議を実施する。 

 

・ 特別支援学校障害種別研修［565千円］ 

特別支援学校に在籍する子どもの障害の重度・重複化に対応するため教員の資質向上を図

る。 

 

・ 資源・エネルギー教育推進事業の実施［4,500千円］ 

資源・エネルギー教育を推進するため、学習教材の作成や指導方法の工夫改善等について

各学校を支援する。                          （県立学校課） 

 

・ 幼稚園教員の資質向上 

基本的な生活習慣や態度を育て､豊かな感性や表現力を養う幼児教育の研修を充実する｡ 

（小中学校課） 

 

・ 外国人児童生徒に対する日本語指導や生活適応指導等の充実［8,870千円］ 

「外国人児童生徒教育の手引」等の作成、外国人児童生徒の多い学校への外国人相談員の

配置などを行う。                      （教職員課、小中学校課） 
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・ 集団登山引率者講習会の開催［840千円］ 

安全な登山の実施のため、教員を対象とした講習会を開催する。      （保健体育課） 

 

・ 「キャリア教育指導者養成研修」の開催 

 本県で実施される全国の教員を対象とした（独）教職員支援機構の研修との連携により、

本県教職員の一層の資質向上を図る。   

 

・ 富山大学との教員相互の連携協力 

富山大学教員が県総合教育センターの客員教授等として、教員研修及び調査研究等に連携

協力し、教員の資質向上と教育研究の一層の充実を図る。 

一方、県教育委員会は、富山大学に教員を派遣し、教員志望の学生対象の教材研究等に関

する講義に協力し、教員養成の充実を図る。 

（教育企画課、県立学校課、小中学校課） 

 

・ 「とやま学」推進事業 

富山大学人間発達科学部の学生を対象とした必修専門科目（科目名 地域教材研究「とや

ま学」）を開設する。                          （小中学校課） 

 

・ 教員評価制度の実施 

県内の小・中・高等学校及び特別支援学校で、引き続き教員評価制度を実施する。 

 

・ 司書教諭の配置・養成［447千円］ 

すべての 12学級以上の小・中・高等学校及び特別支援学校に司書教諭を配置するととも 

に、現職教員の司書教諭資格の取得に努める。                （教職員課） 

 

 

 イ 優れた教員の確保 

  ・ 少人数教育の推進や特別支援教育の充実に必要な教職員定数の確保 

 

・ 教職員人材確保事業［1,520千円］ 

意欲ある優秀な教員の確保を図るための周知・広報活動を実施する。 

 

・ 採用前研修事業［500千円］ 

富山大学と連携し、教員採用内定者を対象とした採用前研修を実施する。 

（教職員課） 
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ウ 教員が子どもと向き合いやすい環境整備の推進 

・ とやま学校多忙化解消推進会議の開催［352千円］ 

多忙化を解消し、教員が子どもと向き合いやすい環境を整え、教職員の職務能率の向上と

健康増進を図り、組織としての教育力を高めるために、「とやま学校多忙化解消の推進方針

2018」に基づき、「学校多忙化解消推進会議」において、学校における事務改善策等の検討及

び点検を行う。                                

 

・○新スクール・サポート・スタッフ配置事業［42,850千円］ 

  スクール・サポート・スタッフを配置し、教員の学内業務の負担を軽減し、子どもと向き

合う時間の確保を図る。 

 

・○新部活動指導員配置促進事業［12,033千円］［P.38、42にも記載］ 

  公立中学校及び県立高校に部活動指導員を配置し、教員の負担軽減と競技力の向上を図る。 

（教職員課） 

 

・ 結核健診及び生活習慣病予防健診の実施 

 

・ 生活習慣病予防健診結果に基づく保健指導の実施 

 

・ 長時間勤務教職員に対する医師による面接指導と臨時健診の実施 

 

・ ストレスチェックと高ストレス者に対する面接指導の実施［計 40,029千円］ 

 

・ 人間ドック、女性検診の実施 

 

・ 教職員・心の健康管理医によるカウンセリングの実施 等［計 36,047千円］ 

  （保健体育課） 
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３ 子どもの健やかな成長を支え元気を創造する教育の推進  

 

基本施策の目標： 

子どもたちが、豊かな心を身につけ、たくましく生きるための健やかな身体を育むとと

もに、特別な支援が必要な子どもが、自立し、社会参加するための力を育むこと。 

 

 

(１）豊かな心と健やかな体の育成 

自己肯定感を身につけ、命を尊び、他者を思いやり支えあう心、感動する心を持った豊かな人

間性とともに、心身の健康を保つ実践力とたくましく生きるための体力を育む。 

近い将来、社会の担い手となる児童生徒や若者の豊かな心を育み、よりよく生きようとする規

範意識や公共心を身につけるなど道徳性の涵養を図る。 

また、学校と家庭、地域・関係機関が一体となり、スクールカウンセラー、スクールソーシャ

ルワーカー等の専門家の活用による相談体制の一層の充実を進める。 

さらに、子どもたちの運動の習慣化や体力向上に取り組むとともに、食を大切にする心を育む

食育及び健康教育を推進する。 

 

ア 豊かな人間性を育む教育の推進 

・ 社会性や自立心、規範意識、思いやりの心などの育み 

学校の教育活動全体を通して、児童生徒に社会性や自立心、規範意識、思いやりの心などの

豊かな人間性を育み、自由と規律がバランスよく身につくよう努める。 

 

・ 児童生徒の自己指導能力の育成 

児童生徒がやり遂げた喜びや学ぶ喜びを味わえる学習活動の展開、役割分担を明確にしなが

ら組織的・計画的に対応できる生徒指導の推進等により、社会の変化に主体的に対応できる自

己指導能力を育成する。                   （県立学校課、小中学校課） 

 

 

・ いのちの教育総合支援事業(国委託事業)［P.22に事業概要］ 

 

・ とやまの子ども 夢・ふるさと発見事業［P.９に事業概要］        （小中学校課） 

                               

・ とやまの高校生ライフプラン教育充実事業［P.９に事業概要］       （県立学校課） 

 

 

 

 

さわやか運動 
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イ 豊かな心の育成と道徳性の涵養 

・ 社会に学ぶ「14歳の挑戦」事業（県内全公立中学校 80校(分校 1校含む)） 

［16,134千円］［P.２、９、22、43 にも記載］ 

規範意識や社会性を高め、将来の自分の生き方を考えるなど、たくましく生きる力を身に

つけるため、中学校２年生が、地域での連続５日間の職場体験活動や福祉・ボランティア活

動等に取り組む。 

 

・ 道徳教育総合支援事業(国委託事業)［663 千円］［P.22にも記載］ 

道徳教育推進講演会の開催、研修会等への講師の招聘等を通して、道徳教育の一層の推進

を図る。 

 

・ 人権教育研究推進事業(国委託事業)［P.22に事業概要］            （小中学校課） 

 

 

・ 人権教育総合推進事業［P.22に事業概要］              （生涯学習・文化財室） 

 

 

ウ 専門家の活用による相談体制の充実 

・□拡小学校へのスクールカウンセラーの配置［60,789千円］ 

県内全公立小学校（185校）にスクールカウンセラーを配置する。 

 

・ 中学校へのスクールカウンセラーの配置［70,153千円］ 

県内全公立中学校（79校）にスクールカウンセラーを配置する。 

 

・□拡高校へのスクールカウンセラーの配置［17,710千円］ 

県立高校（拠点 16 校）にスクールカウンセラーを配置し、拠点校でのカウンセリング、

その他の高校への巡回支援等を行う。 

 

・ 教育事務所管理カウンセラーの配置［15,455千円］ 

教育事務所に臨床心理士等の専門家を配置し、緊急に支援が必要な学校への一定期間の派

遣や困難事例の支援を行う。 

 

・ いじめ対策カウンセラーの派遣［6,187千円］ 

解決困難ないじめ等の事案発生時に、加害者や周りの児童生徒との面談を通して心のケア

を行う。 

（小中学校課） 
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・□拡スクールソーシャルワーカーの派遣［19,279千円］ 

社会福祉士等を 14 市町村の全中学校区に派遣するとともに、高校４校を拠点に、その他

の高校へも派遣することで、問題を抱える児童生徒の家庭環境等の改善を支援する。 

 

・ いじめ対策ソーシャルワーカーの派遣［3,884千円］ 

家庭環境等に起因するいじめ等の事案発生時に、いじめの加害者や保護者等に働きかけ、

家庭環境の改善を図る。 

 

・ いじめ防止対策推進事業［1,345千円］[P.22にも記載] 

関係機関・団体からなる「いじめ問題対策連絡会議」及び県教育委員会附属機関「いじめ

防止対策推進委員会」を活用し、「富山県いじめ防止基本方針」に基づいて、いじめ防止対

策を推進する。 

 

・ 24時間いじめ相談電話の設置［7,806千円］ 

児童生徒や保護者の電話相談に常時対応するため、総合教育センターに 24時間対応の「い

じめ相談電話」を設置する。 

 

・○新 SNSを活用したいじめ相談モデル事業［9,500千円］ 

若年層のコミュニケーション事情に即した SNSを活用した相談体制構築に向けたモデル事

業を実施し、その効果や課題を検証する。 

 

・ 生徒育成サポート事業［423千円］ 

学校リスクマネジメントに係る弁護士を派遣し、また、困難事例を協議するため「児童生

徒育成支援会議」を開催する。 

 

・□拡問題を抱える子ども等の自立支援事業（国委託事業）［3,000千円］ 

不登校やひきこもり等児童生徒の諸課題に対応するため、訪問指導員を県総合教育センタ

ーに配置し、市町村の適応指導教室等を支援する。 

 

・ 子どもと親の相談員の配置［2,045千円］ 

県内９小学校に、児童や親が気軽に相談できる「子どもと親の相談員」を配置する。 

 

・ 心のサポーター派遣事業（小・中学校）［387千円］ 

富山大学と連携し、教員志望及び心理系学部の大学生や大学院生を、児童生徒の話し相手

や悩みなどの相談相手をする「心のサポーター」として小・中学校に派遣する。 

（小中学校課） 

・ 生活指導主事の配置 

各教育事務所にいじめや不登校等の問題に専門的に対応する生活指導主事を配置する。 

（教育企画課、教職員課） 
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・ 子どもほっとライン事業［1,354千円］ 

電話や電子メール等により子どもたちの悩みや質問に応える相談活動を行う。 

          （生涯学習・文化財室） 

 

 

エ 運動の習慣化や体力向上への取組みと食育及び健康教育の推進 

・ 元気とやまスポーツライフサポート事業（学校教育）［P.37に事業概要］ 

 

・ スポーツエキスパート活用推進事業［P.38に事業概要］ 

 

・ 学校体育活動サポート事業［P.38に事業概要］ 

 

・○新スーパーとやま元気っ子育成(みんなでチャレンジ 3015)事業［P.38に事業概要］ 

 

・○新パラスポチャレンジ事業［P.38に事業概要］ 

 

・ 児童生徒の望ましい食生活の普及事業［300千円］ 

「学校給食レシピ集」を活用した親子料理教室を実施する。 

 

・ 「朝から元気とやまっ子」食育・健康教育推進事業(学校保健関係)［1,478千円］ 

［P.４にも記載］ 

健康づくりノート（とやまゲンキッズ作戦）を活用した健康教育や専門医と連携した健康

管理の充実を図る。 

 

・ 学校給食の衛生管理の状況調査・改善指導 

 

・ 栄養管理等の研修会の開催                        （保健体育課） 

 

・ 栄養教諭等の配置                     （教職員課、保健体育課） 

 

・ 学校での健康教育等の推進と家庭における健康づくりの支援 

児童生徒の健康診断結果等を分析し、生活習慣病等の予防対策を実施する。 

また、健康な生活習慣づくり、歯科保健、近視予防、性感染症予防、喫煙・飲酒・薬物乱

用防止、がんの教育等について、実践活動の研究や啓発普及を行う。 

 

・ 薬物乱用防止教室講習会（国委託事業）［131千円］     

薬物乱用の有害性・危険性を啓発し、薬物乱用防止教育の充実を図るため教職員に対して

実施する。                              （保健体育課） 
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(２）少人数教育と校種間連携の推進 

少人数指導と少人数学級の良さを活かした、学校の実情に応じた効果的な少人数教育を実施する

とともに、専科教員等を活用した本県独自のきめ細かな教育を一層推進する。 

また、小学校入学時の保護者の不安解消や指導者の相互理解を深める合同研修会等の実施による

幼稚園・保育所・認定こども園から小学校への円滑な連携・接続や、中学校進学時の新しい環境で

の学習や生活への円滑な連携・接続を推進する。 

 

ア 効果的な少人数教育の実施と専科教員等の活用によるきめ細かな教育の推進 

・ 小学校１・２年生での 35人学級の実施 

小学校低学年においては、基本的な生活習慣や基礎的な学習態度を身につける大切な時期

であるため、きめ細かな指導を行える環境を整備する。 

 

  ・ 小学校３・４年生 35人学級選択制の実施 

少人数指導のために配置する加配教員の活用を柔軟にすることにより、学校の実情に応じ

て、少人数学級又は少人数指導を弾力的に選択できる小学校３・４年生 35人学級選択制を引

き続き実施する。 

 

・ 小学校３～６年生での少人数指導の実施 

小学校３～６年生での少人数指導実施のため、正規教員や非常勤講師を配置する。 

 

・ 小学校専科教員配置事業［P.７にも記載］ 

    中学校との円滑な接続を図るとともに、理科などの学習内容の高度化に対応するため、小

学校３～６年生を対象に専科教員を配置する。 

 

・□拡小学校英語教育モデル事業［P.10に事業概要］ 

 

・ 小学校・学びサポート講師配置事業［27,523千円］ 

小中規模校において、きめ細かな指導により、基礎学力や望ましい学習態度の一層の定着

を図るため、非常勤講師を配置する。 

 

・ 中学校・学びサポート講師配置事業［9,174千円］ 

小中規模校において、きめ細かな指導により、基礎学力の定着や学力の向上を図るため、

非常勤講師を配置する。 

 

・ 中１学級支援事業［9,175千円］ 

いじめ、不登校が急増する中学１年生の学校生活への適応支援を行うため、中１学級支援

講師を配置する。                           （教職員課） 
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・ 中１・35人学級選択制導入事業［20,899千円］ 

中学校１年生において、学校の実情により少人数学級又は少人数指導を弾力的に選択でき

る中１・35人学級選択制を引き続き実施し、対象校の授業時数増への対応や少人数指導の充

実のため、正規職員や非常勤講師を配置する。              （教職員課） 

 

 

イ 校種間連携の推進 

・ 小学１年生 安心子育て支援事業［P.４に事業概要］                                    

 

・ 小中一貫教育研究事業［2,650千円］                      

    小学校と中学校のスムーズな接続のため、小中一貫教育の特性を生かした効果的な取組み

を研究する。                             （小中学校課） 

 

・ 学びの体験オープンハイスクール事業［482千円］［P.23にも記載］ 

中学３年生が、各高等学校の教育内容の理解を深め、明確な目的意識を持って進学できる

ようにするための体験入学期間を設けるとともに、地域への授業公開を進めることで中高の

円滑な接続、地域に信頼される学校づくりを推進する。 

 

・ 高大連携未来を拓く人材育成事業［1,500 千円］ 

県内大学等と県立高校が連携し、大学教員による専門性の高い特別授業や、探究科学科設

置校による合同発表会等を開催する。                  （県立学校課） 

 

 

(３）特別支援教育の充実 

特別な教育的ニーズのある子どもに、通常の学級や通級による指導、特別支援学級、特別支援学

校と、連続性のある「多様な学びの場」を提供する。 

また、インクルーシブ教育システムの充実に向け、障害のある子どもに合った指導法や支援体制

を検討し、適切な合理的配慮の提供を行うとともに、教員の指導力向上を図る。 

 

・ とやまの特別支援教育強化充実事業[14,748千円］［P.24にも記載］ 

障害のある子どもが小学校就学前から高校卒業後に至るまでの各段階に応じて十分な指

導と支援を受けられるよう、早期からの相談体制の整備、学校への支援の充実、就労支援の

充実、教員の専門性の向上に向けた取り組み等による特別支援教育の強化充実を図る。 

    ①市町村の就学相談体制の整備に向け、発達障害支援アドバイザーを派遣 

    ②一人一人の教育的ニーズに応じた合理的配慮の提供に向け、専門的な指導助言を行う小

中学校巡回指導員、高等学校巡回指導員各２名を配置 

    ③就労先開拓に向けた特別支援学校就労コーディネーター２名及び職場定着に向けた障害
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イ 校種間連携の推進 

・ 小学１年生 安心子育て支援事業［P.４に事業概要］                                    

 

・ 小中一貫教育研究事業［2,650千円］                      

    小学校と中学校のスムーズな接続のため、小中一貫教育の特性を生かした効果的な取組み

を研究する。                             （小中学校課） 

 

・ 学びの体験オープンハイスクール事業［482千円］［P.23にも記載］ 
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・ 高大連携未来を拓く人材育成事業［1,500 千円］ 

県内大学等と県立高校が連携し、大学教員による専門性の高い特別授業や、探究科学科設

置校による合同発表会等を開催する。                  （県立学校課） 

 

 

(３）特別支援教育の充実 

特別な教育的ニーズのある子どもに、通常の学級や通級による指導、特別支援学級、特別支援学

校と、連続性のある「多様な学びの場」を提供する。 

また、インクルーシブ教育システムの充実に向け、障害のある子どもに合った指導法や支援体制

を検討し、適切な合理的配慮の提供を行うとともに、教員の指導力向上を図る。 

 

・ とやまの特別支援教育強化充実事業[14,748千円］［P.24にも記載］ 

障害のある子どもが小学校就学前から高校卒業後に至るまでの各段階に応じて十分な指

導と支援を受けられるよう、早期からの相談体制の整備、学校への支援の充実、就労支援の

充実、教員の専門性の向上に向けた取り組み等による特別支援教育の強化充実を図る。 

    ①市町村の就学相談体制の整備に向け、発達障害支援アドバイザーを派遣 

    ②一人一人の教育的ニーズに応じた合理的配慮の提供に向け、専門的な指導助言を行う小

中学校巡回指導員、高等学校巡回指導員各２名を配置 

    ③就労先開拓に向けた特別支援学校就労コーディネーター２名及び職場定着に向けた障害
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者就労サポーター１名を配置 

  ④巡回指導員を講師とした校内研修の実施による専門性向上 

 

・○新発達障害教育支援事業［1,735千円］ 

各発達段階（就学時・小・中・高）におけるチェックリストの作成・活用及び個別の教育

支援計画の作成手順や具体例を記載した作成マニュアルの作成・活用を通して、発達障害の

ある児童生徒に対し、切れ目のない支援体制を強化する。 

 

・ 富山型デイサービス・特別支援学校連携事業［219千円］ 

特別支援学校と、特別支援学校在籍児童生徒が利用している富山型デイサービス及び関係

部局が連携を深めることにより、特別支援学校在籍児童生徒の共通理解を図る。 

 

・ 特別支援学校医療的ケア体制整備事業［33,022千円］ 

日常的に医療的ケアを必要とする児童生徒が在籍する県立特別支援学校への看護師配置

を引き続き行うことにより、児童生徒が健康で安全に学校教育を受けることができる環境を

整備する。 

 

・ 特別支援学校ふれあい交流活動事業［136 千円］ 

障害のある子どもと、障害のない子どもや地域の人々との交流及び共同学習を支援し障害

のある子どもの経験を広げ社会性を豊かにする。 

 

・ 学齢超過者への訪問教育実施事業［146千円］ 

障害のため義務教育を猶予・免除された者のうち、希望者に訪問による教育機会を提供す

る。 

 

・ 特別支援学校通学運営［213,581千円］ 

特別支援学校に通学する児童生徒の安全確保や遠距離通学に伴う負担軽減、保護者の送迎

に対する負担軽減を図るため、通学バスを運行する。           （県立学校課） 

 

・ 特別支援学校教諭免許状取得推進事業（国委託事業）［1,520千円］ 

特別支援学校教諭免許状の取得に必要な単位を集中開講し、現職教員の資質向上を図る。 

 

・○新特別支援学校司書配置事業［1,778千円］ 

特別支援学校における学校図書館の充実を図り、児童生徒の読書意欲の向上や情報活用能

力の育成を目的として、県立特別支援学校に巡回学校司書を配置する。    （教職員課） 

 

・ 特別支援学校の整備、修繕等 ［P.24に事業概要］              （教育企画課） 
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(４）人権や思いやりの心を大切にする教育の推進 

いじめや偏見・差別をなくし、互いに尊重し合い、好ましい人間関係を築く心と態度を育成する。 
 

 

ア 互いを尊重し合い好ましい人間関係を築く心と態度の育成 

・ いじめ防止対策推進事業［P.17に事業概要］ 

 

・  社会に学ぶ「14歳の挑戦」事業［P.16に事業概要］          (小中学校課) 

 

 

イ 人権尊重の意識を高める教育の推進 

・ 人権教育総合推進事業［1,890千円］［P.16にも記載］ 

人権教育に関する研修会を開催するとともに、啓発資料を作成・配布し、人権尊重につい

ての認識をさらに深めるよう努める。              （生涯学習・文化財室） 

 

・ 人権教育研究推進事業(国委託事業)［200 千円］［P.16にも記載］ 

学校における人権教育に関する指導方法の改善・充実のため、モデル校を指定し、実践的

な研究を行う。                           

 

・ いのちの教育総合支援事業(国委託事業)［1,371千円］［P.15にも記載］ 

いのちの先生の派遣やいのちの教育講演会の開催、メッセージカードの活用等を通して、

学校と家庭が一体となった、いのちの教育の推進を支援する。 

 

・ 道徳教育総合支援事業(国委託事業) ［P.16に事業概要］         （小中学校課） 
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４ 社会の変化と多様なニーズに対応した高校や大学等の教育環境の充実  

 

基本施策の目標： 

様々なニーズに対応した教育環境の整備が進められ、子どもや若者が未来に希望を持っ

て、魅力ある教育を受けられること。 

 

(１）県立学校の教育環境の整備・充実 

少子高齢化やグローバル化、第４次産業革命の進展など、教育を取り巻く環境が大きく変化し、

今後の中学校卒業予定者数の大幅な減少が見込まれる中、引き続き中学生に幅広い選択肢を確保す

るため、県立高校の再編統合を進めるとともに、教育活動の充実や教育形態の改善、安全・安心な

教育環境の整備に取り組むなど、本県の高校教育の一層の充実に努める。 
 

ア 高校教育の充実 

・ 県立学校教育振興計画の推進［600千円］ 

「県立学校教育振興計画 基本計画」に基づき、生徒の学習環境の整備等を着実に推進す

るために必要な施策を実施する。 

 

・ 県立学校整備等に関する検討［1,500千円］ 

再編統合後の新高校の規模や学科構成などの実施計画を策定する。 

 

・○新魅力と活力ある学校づくり推進事業［13,000千円］ 

再編校をはじめとした全ての県立学校の特色化に向けた教育活動を充実する。 

 

・ 学びの体験オープンハイスクール事業［P.20に事業概要］          （県立学校課） 

 

・○新トイレの洋式化［２月補正 444,099千円］ 

３ヶ年で生徒用トイレを 100％洋式化する。 

 

・□拡高等学校建設事業［426,014千円］  

中央農業高校寄宿舎改築の実施設計等、富山工業高校武道場改築、南砺福野高校及び入善

高校武道場改築の実施設計等を行う。 

 

・□拡運動場等整備費［152,979千円］ 

南砺福野高校及び富山高校グラウンドの改修、富山北部高校及び桜井高校テニスコートの

改修等を行う。 
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・□拡学校修繕費（全日制・定時制）［726,969千円］ 

校舎等の修繕、防災対策等を行う。 

 

・ 科学技術教育設備充実費［251,417千円］［P.９にも記載］ 

校内ＬＡＮ、産業教育設備の整備等を進める。              （教育企画課） 

 

  ・□拡ＩＣＴ教育推進事業［P.７に事業概要］                （県立学校課） 

 

 

イ 特別支援教育に関する教育環境の整備 

・ とやまの特別支援教育強化充実事業[P.20 に事業概要]          （県立学校課） 

 

・ 特別支援学校の整備、修繕等 ［138,503千円］[P.21にも記載] 

児童生徒用トイレの洋式化、防犯対策、校舎等の修繕、教育設備の整備等を進める。                               

（教育企画課） 

 

 

(２）私立学校教育の振興 

私立学校の独自の建学の精神に基づく特色ある教育や魅力ある教育環境を整えるための施設・設

備整備、経営健全化に対する取組みに対して支援するとともに、保育料や授業料等の教育費負担の

軽減に努める。 

 
ア 特色ある教育に対する支援 

・□拡私立学校経常費補助金（一般分）［2,400,313千円］ 
私立学校（幼稚園、中学校、高等学校）における教育研究に必要な経常的経費（教職員の

給与費、教育研究経費など）に対して支援する。 

 

・ 私立高等学校特色教育振興事業費補助金［180,274千円］ 

スポーツ・文化活動、少人数教育、キャリア教育、ＩＣＴ環境整備等の特色ある教育や、

特別支援教育、教育相談体制充実等の多様な教育ニーズに対応した教育環境整備に対して支

援するとともに、私立学校が自ら行う経営健全化の取組みに対しても支援する。 

 

・ 私立幼稚園教育振興費補助金［53,525千円］ 

教育相談や複数担任制の実施、小学校との連携、伝統芸能の承継、食育・環境教育の推進

等の特色ある教育に対して支援する。 

 

・ 私立専修学校特色教育振興事業費補助金［20,200千円］[P.29にも記載] 

教育内容高度化や就職指導強化、産学官連携推進等の特色ある教育に対して支援する。 

                              （総合政策局所管事業） 

 
※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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イ 施設・設備の充実に対する支援 

・□拡私立高等学校教育環境整備充実事業費補助金［11,292千円］ 

老朽施設改修や特色教育推進施設、屋外教育環境等の整備に対して支援する。 

 

・□拡私立幼稚園等教育環境整備事業費補助金［2,492千円］ 

緑化の推進や保育室等の改修、屋外運動広場等の整備に対して支援する。 

 

・ 私立専修学校各種学校施設設備整備費補助金［11,500千円］ 

大型設備や教育機器、専門ソフト・図書等の整備に対して支援する。 

 

・ 私立学校地震対策緊急整備事業費補助金［10,825千円］ 

私立学校が行う耐震補強工事（耐震診断を含む）に対し、国庫補助に県単独で 1/6上乗せ

補助を行い、私立学校の耐震化を促進する。           （総合政策局所管事業） 

 

 

ウ 教育費負担の軽減に対する支援 

・ 高等学校等就学支援金等［886,546千円］ 

すべての意志ある生徒が安心して教育を受けられるよう、一定の収入額（年収 910万円程

度）未満の世帯に高校等の授業料に充てるための「就学支援金」等を支給する。 

また、高校等を中途退学した者が再び高校等で学び直す場合に、「学び直しへの支援」と

して、就学支援金支給期間経過後も卒業までの間（最長２年）継続して授業料の支援を行う。 

 

・ 私立高等学校生徒奨学補助金［96,620千円］ 

就学支援金の支給に加え、授業料や入学料の減免を行う学校法人に対して支援する。 

 

・□拡私立高等学校等奨学給付金［65,370千円］ 

授業料以外の教育費負担を軽減するため、私立高校等に通う低所得世帯の生徒に対して

「奨学のための給付金」を支給する。 

（生活保護世帯：52,600 円、その他の低所得世帯の第１子：89,000 円、第２子以降：

138,000円、通信制：38,100円） 

 

・ 私立中学校修学支援実証事業［2,000千円］ 

私立中学校に通う年収 400万円未満の世帯の生徒について、授業料減免（年額 10万円）

を行いつつ、私立学校を選択している理由等について実態把握のための調査を行う。 

 

・□拡私立幼稚園等保育料軽減事業費補助金［21,025千円］ 

一定の所得世帯の第１子、第２子及び第３子以降（３～５歳児）の保育料原則無償化に取

り組む市町村に対して支援する。 

 

・ 専門学校生の経済的支援実証研究事業［3,000千円］ 

私立専修学校に通う低所得世帯の生徒について、授業料減免や修学支援を行うとともに、

その教育的効果検証のための調査を行う。            （総合政策局所管事業） 

※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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(３）大学教育・学術研究の振興 

県内外の多くの優秀な学生を確保するため、教育水準の向上や学術研究の強化、相互の連携の活

性化など県内高等教育機関の魅力向上に向けた取組みを支援するとともに、地域の課題解決や若者

の県内定着を推進するため、県内高等教育機関との連携協力に積極的に取り組む。 

県立大学の教育研究分野の拡充や定員増など、地方創生の一翼を担い、地域間競争を勝ち抜く魅

力ある大学づくりへの支援を行う。 

県内経済や地域社会、県内高等教育機関の活性化のため、成長著しいアセアン地域などから、優

秀な留学生の受入れを拡大する。 

 

ア 大学教育の振興とコンソーシアム等の活性化 

・ ４年制私立大学に対する寄附講義［3,000千円］ 

地域に貢献する人材の育成に寄与し、学生にとって魅力ある内容の講義を、富山県の寄附

講義として実施し、４年制私立大学の教育の充実・活性化を支援する。 

 

・ (公財)富山県ひとづくり財団運営費補助金及び高等教育振興事業費補助金［18,745千円］ 

富山県ひとづくり財団の運営費及び富山県ひとづくり財団が行う学会等の開催や研究助

成事業、私立大学振興事業などの高等教育振興に関する助成に対し支援する。 

                             

・□拡大学コンソーシアム富山事業費等補助金［7,426千円］ 

単位互換、ＦＤ研修（教員の資質向上研修）、魅力ある県内企業を訪ねるキャリアデザイ

ン応援事業（職場訪問研修）、グローバルチャレンジ入門講座など、県内高等教育機関が連

携して行う教育・学生支援や地域貢献の取組みに対し支援する。 

 

・○新とやま未来創生産学官連携推進会議開催事業［1,800千円］ 

産学官のコンソーシアムを構築し、研究開発・人材育成を幅広く推進する。 

（総合政策局所管事業） 

 

【くすりのシリコンバレーＴＯＹＡＭＡの形成】 

・○新地方大学・地域産業創生くすりコンソーシアム推進事業［214,890千円］ 

産学官のコンソーシアムを構築し、医薬品産業の振興や専門人材の育成を推進する。 

   ・サマースクールの開講 

    東京の大学生が医薬品の研究開発、製材技術等を県内大学、企業等で研鑽する。 

   ・富山・バーゼルジョイントシンポジウムの開催 

    バーゼル大学等から教授、研究者等を招聘しシンポジウムを開催する。（厚生部所管事業） 

 

【とやまアルミコンソーシアムの形成】 

・○新アルミ産業成長力強化戦略推進事業［43,750千円］ 

アルミ関連企業、大学、公設試等による研究開発プロジェクトやインターンシップ受入れ

を支援する。 

 

・○新オープンイノベーション・ハブの整備【ものづくり研究開発センター】 

［２月補正 950,000千円］ 

アルミの高機能化などを評価する自然環境負荷施設や研究開発を推進するプロジェクト

室、ものづくり基盤技術を紹介する［ものづくりライブラリー］を整備する。 

（商工労働部所管事業） 

※枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 

26



 

26 

 

(３）大学教育・学術研究の振興 

県内外の多くの優秀な学生を確保するため、教育水準の向上や学術研究の強化、相互の連携の活

性化など県内高等教育機関の魅力向上に向けた取組みを支援するとともに、地域の課題解決や若者

の県内定着を推進するため、県内高等教育機関との連携協力に積極的に取り組む。 

県立大学の教育研究分野の拡充や定員増など、地方創生の一翼を担い、地域間競争を勝ち抜く魅

力ある大学づくりへの支援を行う。 

県内経済や地域社会、県内高等教育機関の活性化のため、成長著しいアセアン地域などから、優

秀な留学生の受入れを拡大する。 

 

ア 大学教育の振興とコンソーシアム等の活性化 

・ ４年制私立大学に対する寄附講義［3,000千円］ 

地域に貢献する人材の育成に寄与し、学生にとって魅力ある内容の講義を、富山県の寄附

講義として実施し、４年制私立大学の教育の充実・活性化を支援する。 

 

・ (公財)富山県ひとづくり財団運営費補助金及び高等教育振興事業費補助金［18,745千円］ 

富山県ひとづくり財団の運営費及び富山県ひとづくり財団が行う学会等の開催や研究助

成事業、私立大学振興事業などの高等教育振興に関する助成に対し支援する。 

                             

・□拡大学コンソーシアム富山事業費等補助金［7,426千円］ 

単位互換、ＦＤ研修（教員の資質向上研修）、魅力ある県内企業を訪ねるキャリアデザイ

ン応援事業（職場訪問研修）、グローバルチャレンジ入門講座など、県内高等教育機関が連

携して行う教育・学生支援や地域貢献の取組みに対し支援する。 

 

・○新とやま未来創生産学官連携推進会議開催事業［1,800千円］ 

産学官のコンソーシアムを構築し、研究開発・人材育成を幅広く推進する。 

（総合政策局所管事業） 

 

【くすりのシリコンバレーＴＯＹＡＭＡの形成】 

・○新地方大学・地域産業創生くすりコンソーシアム推進事業［214,890千円］ 

産学官のコンソーシアムを構築し、医薬品産業の振興や専門人材の育成を推進する。 

   ・サマースクールの開講 

    東京の大学生が医薬品の研究開発、製材技術等を県内大学、企業等で研鑽する。 

   ・富山・バーゼルジョイントシンポジウムの開催 

    バーゼル大学等から教授、研究者等を招聘しシンポジウムを開催する。（厚生部所管事業） 

 

【とやまアルミコンソーシアムの形成】 

・○新アルミ産業成長力強化戦略推進事業［43,750千円］ 

アルミ関連企業、大学、公設試等による研究開発プロジェクトやインターンシップ受入れ

を支援する。 

 

・○新オープンイノベーション・ハブの整備【ものづくり研究開発センター】 

［２月補正 950,000千円］ 

アルミの高機能化などを評価する自然環境負荷施設や研究開発を推進するプロジェクト
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※枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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イ 県立大学における教育研究体制の充実と地域への貢献 

・ 公立大学法人富山県立大学運営費交付金［2,177,536千円］ 

公立大学富山県立大学の大学運営や教育研究に必要な標準的経費（教職員の給与費、教育

研究経費など）や退職手当等の特定経費に対し支援する。  

 

・ 県立大学新棟等新築整備費［4,353,354千円］ 

県内産業界のニーズ等を踏まえた学科の拡充や入学定員の増員、新設する看護学部との学

部間交流や看護学部生の教養科目受講などに対応するため、新たな校舎や学生会館等を整備

する。                         

 

・□拡県立大学学科拡充・新設推進事業費補助金［390,267千円］ 

□拡県立大学学科拡充に伴う学生募集活動費補助金［42,200千円］ 

□拡県立大学県内就職定着促進事業費補助金［16,940千円］ 

県立大学の学科拡充・新設及び看護学部の開設を円滑に進めるとともに、県内就職率の向

上に取り組むため、成長を続ける大学イメージの戦略的な広報や地方試験会場の増設等によ

る学生募集活動の強化、学生の県内定着に向けた就職支援の充実、また、計画的な施設更新

等に対して支援する。                    （総合政策局所管事業） 

 

・□拡県立大学看護学部整備費［2,973,732千円］ 

若者の県内定着の促進や質の高い看護職員の育成・確保を図るため、平成 31年４月の開

設を目指している県立大学看護学部について、施設の建築工事や教育課程の編成、入学試験

の実施、学生へのＰＲなど、学部開設に向けた諸準備を行う。 

（厚生部所管事業） 

 

 

ウ グローバル社会における人づくり 

・ 中国・大連での企業実務研修［500千円］ 

県内高等教育機関の学生に対し、海外の日系企業においてビジネス現場を体験する機会を

提供し、中国と日本との違い、現地の従業員・学生と自身とのギャップに気付き、また、国

際社会の一員としての認識を持ち、グローバルな視点で活躍できる人材へ成長するため支援

を行う。 

 

・ 県立大学留学生受入促進事業費補助金［800千円］ 

ＡＳＥＡＮ諸国をはじめアジア地域等からの優秀な留学生の受入促進に対して支援する。 

（総合政策局所管事業）

※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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５ 生涯を通した学びの推進  

 

基本施策の目標： 

すべての世代の県民が、それぞれの目的やニーズ、社会の新たな課題に応じて、学習の

機会や場を選択して学び、その成果を地域で還元、活用できること。 

 

(１）多様な学習活動の支援 

生涯学習講座の開催や、ライフステージに応じて県民一人ひとりが多様な学習機会を享受できる

よう支援する。 

・ 県民カレッジ本部の運営［22,153千円］ 

カレッジ自遊塾、夏季講座等の開催 

 

・ 県民カレッジ地区センターの運営［34,809千円］ 

 

・ 富山県映像センターの運営［6,365千円］ 

 

・ 公民館親子で高志の国探検事業［P.3に事業概要］ 

 

・○新地域課題学び活かしチャレンジ講座［P.30に事業概要］ 

 

・ 青少年教育、女性教育、成人教育等の普及啓発を実践する社会教育団体の支援 

［34,871千円］                       （生涯学習・文化財室） 

 

 

(２）県民の学習を支える基盤整備 

県民にとって身近な学習機会に関する情報提供の充実や、学習成果を地域づくりなどに活用し、

「学び」と「活動」が循環する環境の整備を進める。 

 

・ とやま学遊ネットの運用［6,758千円］［P.30にも記載］ 

生涯学習情報のリアルタイムの提供、双方向化等内容を充実する。 

とやま公民館学遊ネットによる、公民館からの地域情報発信を支援する。 

 

・ 県立図書館のサービス向上と利用促進［82,473千円］ 

 

・○新地域課題学び活かしチャレンジ講座［P.30に事業概要］     （生涯学習・文化財室） 
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(３）キャリアを磨く実践的な学びの推進 

大学等への社会人受入れなどのリカレント教育や、専修学校等が行う実践的な職業教育や専門的

な技術教育など、生涯に何度でも学べる環境づくりを行い、県民ニーズに対応した多様な教育の充

実に努める。 

 

・○新人生100年時代ひとづくり構想推進事業［7,000千円］ 

人生100年時代に対応した富山県の「人づくり」について、企業・労働者向けのニーズ調

査を行い、キャリア教育、リカレント教育などの理念と具体的方策を検討する。 

 

・○新先端技術リカレント教育セミナー事業［5,000千円］ 

県立大学において、中堅技術者を対象にリカレント教育講座を開催する。 

 

・ 私立専修学校特色教育振興事業費補助金 [P24に事業概要] 

 

  ・ 私立専修学校各種学校開放講座開催事業費補助金 [900千円] 

    私立専修学校等が行う優れた人材と施設・設備を活用した開放講座の開催に対して支援 

する。                          （総合政策局所管事業）

※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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６ ふるさとを学び楽しむ環境づくり  

 

基本施策の目標： 

子どもや県民一人ひとりが、ふるさとの自然、歴史・文化、産業等について学び、理解

を深め、ふるさとへの誇りと愛着を育むこと。 

 

(１）学校におけるふるさと学習の推進 

郷土の自然、歴史・文化、産業や先人の英知や偉業、郷土の食文化等への理解を深め、ふるさと

を思う心と広い視野に立って社会に貢献していこうとする態度を育む取組みを推進する。 
 

・ ふるさととやまの自然・科学探究推進事業［P.７に事業概要］ 

 

・ 郷土に対する理解や愛着心の育み 

社会科や道徳の時間における郷土の偉人や歴史、産業に関する学習活動、総合的な学習の

時間や特別活動における伝統文化の伝承活動等を促進する。        （小中学校課） 

 

・ 高校生郷土史・日本史学習教材活用事業［3,487千円］ 

全ての県立高校において、補助教材を用いた郷土史・日本史学習を行うとともに、補助教

材の効果的活用に関する研修を実施する。 

 

・ 高等学校生徒海外派遣事業［P.10に事業概要］             (県立学校課) 

 

 

(２）家庭、地域、企業等におけるふるさと学習の振興 

家庭、地域、企業等が一体となって、ふるさとの自然や歴史、くらし、産業等を学び、親しむ機

会を充実し、ふるさと富山に誇りと愛着を育む取組みを推進する。 
 

・ 公民館親子で高志の国探検事業［P.３に事業概要］ 

 

・○新地域課題学び活かしチャレンジ講座［2,000 千円］［P.28にも記載］ 

ふるさとの魅力発信や高齢化など地域の様々な課題をテーマとした講座を開設し、地域の

活性化や担い手の育成を図る。                   

 

・ とやま学遊ネットの運用［P.28に事業概要］        

 

・ 「高志の国文学」情景作品コンクールの実施［848千円］ 

中高生を対象にふるさと文学を通して心に浮かぶ情景や心情を文芸や美術、写真で表現す

る作品を募集し、「ふるさと文学」に親しみ、郷土を一層深く理解しようとする機運を高める。 

                                 （生涯学習・文化財室） 
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６ ふるさとを学び楽しむ環境づくり  

 

基本施策の目標： 

子どもや県民一人ひとりが、ふるさとの自然、歴史・文化、産業等について学び、理解

を深め、ふるさとへの誇りと愛着を育むこと。 

 

(１）学校におけるふるさと学習の推進 

郷土の自然、歴史・文化、産業や先人の英知や偉業、郷土の食文化等への理解を深め、ふるさと

を思う心と広い視野に立って社会に貢献していこうとする態度を育む取組みを推進する。 
 

・ ふるさととやまの自然・科学探究推進事業［P.７に事業概要］ 

 

・ 郷土に対する理解や愛着心の育み 

社会科や道徳の時間における郷土の偉人や歴史、産業に関する学習活動、総合的な学習の

時間や特別活動における伝統文化の伝承活動等を促進する。        （小中学校課） 

 

・ 高校生郷土史・日本史学習教材活用事業［3,487千円］ 

全ての県立高校において、補助教材を用いた郷土史・日本史学習を行うとともに、補助教

材の効果的活用に関する研修を実施する。 

 

・ 高等学校生徒海外派遣事業［P.10に事業概要］             (県立学校課) 

 

 

(２）家庭、地域、企業等におけるふるさと学習の振興 

家庭、地域、企業等が一体となって、ふるさとの自然や歴史、くらし、産業等を学び、親しむ機

会を充実し、ふるさと富山に誇りと愛着を育む取組みを推進する。 
 

・ 公民館親子で高志の国探検事業［P.３に事業概要］ 

 

・○新地域課題学び活かしチャレンジ講座［2,000 千円］［P.28にも記載］ 

ふるさとの魅力発信や高齢化など地域の様々な課題をテーマとした講座を開設し、地域の

活性化や担い手の育成を図る。                   

 

・ とやま学遊ネットの運用［P.28に事業概要］        

 

・ 「高志の国文学」情景作品コンクールの実施［848千円］ 

中高生を対象にふるさと文学を通して心に浮かぶ情景や心情を文芸や美術、写真で表現す

る作品を募集し、「ふるさと文学」に親しみ、郷土を一層深く理解しようとする機運を高める。 

                                 （生涯学習・文化財室） 
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・ 「ふるさとの優れた先人に学ぶ」作文コンクールの実施［957千円］ 

小学校５、６年生を対象に作文コンクールを実施し、本県ゆかりの偉大な先輩たちの足跡

を学び、夢に向かってチャレンジする子どもたちの育成を目指す。     （教育企画課） 

 

 

(３）高志の国文学館を拠点とするふるさと文学の振興 

「大伴家持と越中万葉」をはじめ、富山の自然や風土、人の営みから生まれたふるさと文学を学

び楽しむことを通して、ふるさとへの誇りや愛着を育むとともに社会や全国、世界で活躍する人材

を育成する。 

また、県民生涯学習カレッジにおける関連講座の開催など、ふるさと文学を学び楽しむ機会を充

実する。 

さらに、あらゆる世代の県民に、「越中万葉」から近・現代までの富山県ゆかりの小説、短歌、

詩などのほか、映画、漫画・アニメなどを含め、ふるさと文学の魅力を幅広く紹介する。 
 

・○新大伴家持生誕 1300年記念式典の開催 [6,970千円] 

 

・○新大伴家持文学賞・高志の国詩歌賞の贈呈 [9,670千円] 

  

・○新「大伴家持」企画展の開催 [11,700千円] 

 大伴家持の歌の風景をテーマとした企画展を開催する。 

 

・○新マンガ「大伴家持」による普及啓発 [3,000千円] 

 里中満智子氏が執筆予定の「言霊の人・大伴家持」を活用した大伴家持の普及啓発 

 

・□拡大伴家持生誕 1300年記念関係事業の推進 [21,660千円] 

 

  ・ 高志の国文学館企画展等開催事業 [39,661千円]   （生活環境文化部所管事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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(４）伝統文化の保存・継承 

貴重な伝統文化の県民による再認識、発信に努め、その継承、発展を図るとともに、富山らしい

魅力ある地域資源を発掘し、さらにその価値を高め、新しい魅力の創造につなげるなど、ふるさと

への誇りや愛着を持ちながら魅力ある地域づくりを進めようとする地域や県民主体の取組みを促

進する。 
 

ア 貴重な伝統文化の再認識と発信、その継承と発展への取組み 

・ 国・県指定文化財の保存修理事業への支援［82,000千円］ 

勝興寺の保存修理など、国・県指定文化財保存修理事業を支援する。 

 

・ 文化財の美装化等推進事業［17,700千円］ 

文化財建造物の美装化（美しい状態への回復）や公開活用促進のための防災・防犯設備整

備を支援する。  

 

・ 文化財ボランティアの外国人対応力向上事業［800千円］ 

県内を訪れる外国人観光客に対応するため、ノウハウ講座や情報交換会を開催し文化財ボ

ランティアのおもてなし力の向上を図るほか、通訳ボランティアを養成する。                            

（生涯学習・文化財室） 

 

 

イ 地域資源の発掘、新しい魅力の創造など地域や県民主体の取組みの推進 

・○新富山の文化遺産魅力発信事業［1,857千円］ 

本県の文化遺産の魅力を国内外に向けて広く発信する取組みを支援する。 

 

・ わくわく古代チャレンジ 2018事業［2,000千円］ 

地域の遺跡からの出土品を活用した体験学習会や考古学講座の開催などを通して、子ども

たちのふるさとの歴史や文化を愛する心を醸成する。 

（生涯学習・文化財室） 
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（生涯学習・文化財室） 
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７ 次世代を担う子どもの文化活動の推進  

 

基本施策の目標： 

次世代を担う子どもたち一人ひとりが、幅広く芸術文化に親しみ、身近な活動に参加す

ることで、子どもたちが豊かな感性と表現力をもった社会人となるよう育まれていること。 

 

(１）子どもの様々な文化活動の充実と文化交流の推進 

子どもたちが質の高い文化を鑑賞し、文化の創造活動に参加し、文化を通じて人と出会い、交

流し、一緒に力を合わせるなど、かけがえのない体験をする機会を拡充する取組みを推進する。 

 

 

  ・○新次世代育成音楽ふれあい事業 [21,000千円] 

    次世代を育成するため、室内楽フェスティバルや０歳から参加できるコンサートの開催、

ミュージアムコンサートの拡充など、県民に身近な場所で質の高い音楽鑑賞の機会を創出す

る。 

 

  ・ とやまの芸術家ふれあい公演事業 [6,500千円] 

    若手芸術家の発表の場として、子ども・障害者・高齢者が親しみやすい公演を実施する。 

 

  ・ 芸術文化指導者招聘へい事業 [5,670 千円] 

    音楽、舞踊などの優れた専門家を招き、若手芸術家等を指導する。 

 

  ・ 青少年美術展、こどもフェスティバル開催支援事業 [3,590千円] 

 

  ・ 美の祭典 越中アートフェスタ開催事業費負担金 [5,300千円] 

    幼児からプロ作家までが一堂に参加する公募美術展を開催する。 

（生活環境文化部所管事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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(２）学校における文化活動の充実 

児童生徒が幅広く芸術文化を鑑賞するとともに、学校が発表・交流の機会や創造活動のきっか

けとなる場を提供することにより、豊かな感性と創造性をもった人間を育成する取組みを推進す

る。 

 

・ 学校巡回劇場開催への支援（小・中学校）［756千円］ 

小・中学校の芸術鑑賞能力の向上と豊かな情操を育む。 

 

・ 中学校文化連盟への支援［1,800千円］ 

富山県中学校文化祭開催に係る同連盟の活動を支援する。 

 

・ 高等学校文化連盟への支援［9,229千円］ 

富山県高等学校文化祭開催等に係る同連盟の活動を支援する。 

 

・ プロの演奏家による学校吹奏楽技術指導の実施［740千円］ 

   

・ 全国大会出場に対する支援［1,700千円］           （生涯学習・文化財室） 

 

・ 学習活動等全国大会成績優秀者報告会の開催［600千円］ 

芸術･文化･科学等の様々な分野で優れた成果を収めた児童生徒の顕彰  （教育企画課） 
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(３）富山県美術館をはじめとする文化施設を活用した若い世代の芸術文化活動の振興 

子どもたちの「想像力」と「創造力」を豊かにするため、本県の多彩な文化施設を、学校教育に

おける利用等も含めて効果的に活用し、体験型文化活動や双方向の芸術文化体験の機会を充実す

る取組みを推進する。 

特に、富山県美術館については、子どもたちをはじめ幅広い世代が、いろいろな形で美術とふ

れあうなど、学校教育や生涯学習施策等と連携した教育学習・活動の拠点となるとともに、子ど

もたちの感性や創造性などを育む「人づくり」の観点からも取組みを進め、地域に開かれた美術館

となるよう、活動を充実させる。 

また、富山県利賀芸術公園については、アジア諸国の舞台芸術機関との連携などによる人材育

成事業の充実を図る。 

さらに、県立文化施設の持つ機能の充実を強化を図るため、設備等の修繕を計画的に実施す

る。 

 

 

・○新第 12回世界ポスタートリエンナーレトヤマ 2018の開催 [30,097千円] 

    世界５大ポスター展の一つであり、近代美術館で３年に１度開催してきた世界ポスタート

リエンナーレトヤマを富山県美術館となって初めて開催する。 

 
・○新世界ポスタートリエンナーレトヤマ 2018首都圏ＰＲ事業 [2,000千円] 

 
・ 富山県美術館企画展の開催 [130,271千円] 

    「デザインあ展 in TOYAMA」、「高野山金剛峯寺 襖絵完成記念 千住博」展、「三沢厚彦 

Animals in TOYAMA」展等を開催する。 

 

・○新富山県美術館プロムナード活性化事業 [9,000千円] 

    賑わい創出のためのスタンプラリーやミニイベント等を開催する。 

 

・○新富山県美術館作品保護事業 [14,700千円] 

    収蔵絵画への低反射アクリル板装着による保護等を実施する。 

 

  ・ 富山県美術館の教育普及活動 [18,830千円] 

   

  ・ 創造型・舞台芸術人材育成プログラム [47,144千円] 

    海外の演劇人を対象としたスズキ・トレーニング・メソッド、国内の若手演劇人と多国籍

の俳優による共同作品の創造と稽古公開等を実施する。 

 

  ・○新県立文化施設機能強化推進事業 [200,000千円] 

    県立文化ホールや美術館・博物館の設備等の機能向上や修繕を計画的に実施する。 

（生活環境文化部所管事業） 

 
※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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８ 元気を創造するスポーツの振興  
 

基本施策の目標： 

県民一人ひとりが、それぞれの体力や年齢、興味、目的に応じて、いつでも、どこでも、

いつまでもスポーツに親しむことができるとともに、本県の選手が全国や世界の檜舞台で

活躍していること。 

 

(１）県民がスポーツに親しむ環境づくり 

全国スポーツ・レクリエーション祭（スポレクとやま2010）開催の成果を活かし、誰もが気軽に

スポーツに親しむことができる環境づくりを推進するとともに、地域における指導者など、スポ

ーツを支える人材の養成や効果的な活用に努める。 

 

ア スポーツへの参加を促す機会づくりの推進 

・「富山マラソン 2018」の開催［85,720千円］ 
スポーツの振興や新たな富山県の魅力の創造、交流人口の拡大を目的として、2017大会に

引き続きマラソン大会を開催 

 

・ 富山県スポーツフェスタの開催［11,325千円］ 

子どもから高齢者まで、トップアスリートからスポーツ・レクリエーション愛好者までの

幅広いスポーツ志向に対応した、県主催の県内最大規模の総合的なスポーツ大会である富山

県スポーツフェスタを開催する。 

 

・ 東京オリンピック機運創出支援事業［1,729千円］ 

  オリンピアン、日本代表選手等を招きスポーツ体験会等を実施する。 

 

・ 元気とやまスポーツライフサポート事業（生涯スポーツ）［3,010千円］ 

対象年齢に応じた運動教室や体験教室を開催し、成人のスポーツ実施率向上や健康寿命の

延伸を目指す。 

 

・ 元気とやまスポレク推進事業［1,980千円］ 

県内４地区で順次、スポレク種目等の交流大会を開催する。 

   

  ・ 県民の健康づくりを推進するウォーキングイベントの開催［5,300千円］ 

富山県民歩こう運動推進大会・元気とやまウォークラリーの開催 

 

・ スポーツで健康づくり応援事業［3,000千円］ 

３プロチームと県民が交流する健康づくりイベントを開催する。 

 

・ プロ直伝！とやま夢づくりスポーツ塾開催事業［2,000千円］ 

  プロスポーツチームによる子ども対象のスポーツ教室を開催する。 （総合政策局所管事業） 

 

 ※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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全国スポーツ・レクリエーション祭（スポレクとやま2010）開催の成果を活かし、誰もが気軽に
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ア スポーツへの参加を促す機会づくりの推進 
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・ 東京オリンピック機運創出支援事業［1,729千円］ 
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３プロチームと県民が交流する健康づくりイベントを開催する。 

 

・ プロ直伝！とやま夢づくりスポーツ塾開催事業［2,000千円］ 

  プロスポーツチームによる子ども対象のスポーツ教室を開催する。 （総合政策局所管事業） 

 

 ※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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イ 総合型地域スポーツクラブの育成 

・ 総合型地域スポーツクラブの質的充実に向けた支援［5,050千円］ 

専任指導者による巡回指導や研修会の開催により総合型地域スポーツクラブの運営を 

サポートする。また、クラブの連携促進のため、県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会等

を支援する。                        （総合政策局所管事業） 

 

 

ウ スポーツを楽しむ環境づくり 

・ 2020東京オリンピック・パラリンピックとやま戦略事業［2,530 千円］ 

 

・ 2020東京オリンピックホストタウン・合宿誘致推進事業［1,400千円］ 

  オリンピックの事前合宿誘致活動やホストタウン構想への活動を支援 

 

・○新東京 2020オリンピック富山県聖火リレー準備事業 [1,500千円] 

    東京 2020オリンピック富山県聖火リレーに向けて実行委員会を設立 

 

・ 県営スポーツ施設の利用促進［467,635千円］ 

 

・ 県営スポーツ施設の整備［250,000千円］ 

・○新健康・スポーツ環境充実検討事業 [12,000千円] 

 

・ 県立学校の体育館、グラウンド等の地域住民への開放［5,174千円］ 

（総合政策局所管事業） 

 

 

 

(２）学校等における体育・スポーツの充実 

たくましい心と体を持った子どもを育成するため、学校や家庭、地域が一体となり、遊びや運

動に親しむ機会を増やすことで、子どもたちの運動の習慣化や体力向上の取組みを推進するとと

もに、中学・高校の運動部活動の活性化を図る。 

 

ア 学校、家庭、地域が一体となった子どもの運動の習慣化と体力向上の取組みの推進 

・ 元気とやまスポーツライフサポート事業（学校教育）［429千円］［P.18にも記載］ 

幼稚園教諭及び保育士を対象に「幼児の運動(遊び)指導研修会」等の開催を支援し、指導

力の向上を図ることで、幼児期からの運動好きな子供の育成と運動習慣の定着を図る。 

 

 

 

※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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・○新スーパーとやま元気っ子育成(みんなでチャレンジ3015)事業［2,600千円］［P.18にも記載］ 

幼児期からの体力向上を図るプログラムに基づいた体力つくりノートを作成し、小学生に

配布する。また、「みんなでチャレンジ３０１５」の現行プログラムの見直しやレベルアップ

プログラムの検討を行う。 

 

・○新パラスポチャレンジ事業［4,000千円］［P.18にも記載］ 

特別支援学校・学級での障害者スポーツの体験会の開催や運動プログラムの開発を行う。 

 

・ 学校体育活動サポート事業［1,387千円］［P.18、42にも記載］ 

小・中学校の体育の授業において、地域人材の活用や大学との連携等により、運動好きな

子どもを育成し体力の向上を図る取組みを支援する。                     （保健体育課） 

 

 

イ 中学・高校の運動部活動の活性化 

・  武道指導者資質向上支援事業（国委託事業）［3,320千円］［P.41にも記載］ 

各校で実施している武道の授業に地域の人材を派遣するとともに、教員の指導力の資質向

上を図る。 

 

・ スポーツエキスパート活用推進事業［15,096千円］［P.18、41にも記載］ 

県立学校の運動部活動に地域の優れたスポーツ指導者をテクニカルエキスパート、トレー

ニングエキスパートとして派遣する。 

また、市町村が行う中学校へのスポーツエキスパート派遣についても支援する。 

 

・ 「環日本海インターハイ親善交流大会」への選手団の派遣［5,361千円］ 

ロシア沿海地方で開催予定の富山県、中国遼寧省、韓国江原道、ロシア沿海地方の高校生

のスポーツ交流大会に選手団を派遣する。 

 

・ 全国大会出場に対する支援［39,749千円］              （保健体育課） 

 

・○新部活動指導員配置促進事業［P.14に事業概要］             （教職員課） 

 

 

・ 中学・高校運動部スーパーコーチ派遣事業［P.39に事業概要］ 

（総合政策局所管事業） 

※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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(３）全国や世界の檜舞台で活躍できる選手の育成 

ジュニア期から個人の特性や発育発達段階に応じて強化に取り組む一貫指導体制を推進するな

ど、全国や世界の檜舞台で活躍できるトップアスリートの育成を目指した強化施策の再構築や強

化拠点の再整備を図るとともに、トップアスリートの活躍を県民総ぐるみで応援する環境づくり

を推進する。 

 

ア ジュニア期から強化に取り組む一貫指導体制の推進 

・  東京オリンピックを目指すジュニアアスリート育成サポート事業［3,000千円］ 

年代別日本代表選手等の海外大会参加等の支援を行い、東京オリンピックに出場する本県

選手の倍増を目指す。 

 

・  2020東京オリンピック選手育成強化事業［2,151千円］ 

2020年東京オリンピックに向けた選手強化を目的に、平成28年の第71回国民体育大会（希

望郷いわて国体）から新たに採用されたオリンピック女子種目等において、活躍が期待され

る人材の発掘及び育成に努めるとともに、強化を図る。 

 

・ 未来のアスリート発掘事業［6,000千円］ 

スポーツ能力に優れた児童を見出し、競技団体、学校、家庭等と連携を図りながら、将来

のスポーツ界を担う人材の育成をサポートする。 

 

・ 元気とやまスポーツ道場開催事業［18,000千円］ 

拠点スポーツ施設等を活用した練習会等に加えて、県内合宿や県外遠征の実施により、競

技ごとに豊かな素質を持つ中・高校生の長期的な育成・強化活動の充実を図る。（18競技） 

 

・ 中学・高校運動部スーパーコーチ派遣事業［3,000千円］［P.38にも記載］ 

運動部活動顧問の指導力向上や部活動運営の支援、本県スポーツの競技力の向上と運動部

活動の一層の充実を図るため、スーパーコーチ（全国大会で優勝等の実績がある指導経験豊

かなスポーツ指導者）を派遣する。 

 

・ 世界で活躍できる選手を育成するための一貫指導体制の確立 

 

・ 中・高校生、成年の合同合宿や長期合宿遠征等の強化活動に対する支援 

（総合政策局所管事業） 

 

 

 

 

※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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イ 主力競技等の重点強化 

・ 県民の関心の高いサッカーや野球、駅伝の強化［15,000千円］ 

  重点強化種目の３競技について、一貫指導体制に基づく効果的な強化策を実施する。 

 

・ 富山県スポーツ選手重点強化プロジェクトの推進［6,067千円］［P.41にも記載］ 

県スポーツアドバイザーを委嘱し、本県スポーツ指導者の意識改革や、トップアスリート

の育成・強化に的を絞った競技力向上対策を図る。 

また、少年種別の重点強化モデル事業及び指導者の資質向上研修派遣事業を10競技で実施

する。 

 

・ 富山県駅伝競走大会の開催支援［3,000千円］           （総合政策局所管事業） 

 

 

ウ 総合的な強化活動の推進 

・ スーパートレーナー設置事業［5,670千円］ 

オリンピック等で日本代表選手をサポートした経験のある専門知識を有したトレーナー

の県代表選手への支援により競技力向上を図る。 

 

・ ＴＯＹＡＭＡアスリートマルチサポート事業［9,200千円］ 

スポーツ医・科学に基づく一貫した体力トレーニング体制を構築し、将来オリンピックや

世界で活躍できる選手を育成する。 

 

・ トップアスリート育成・強化事業［156千円］［P.41にも記載］ 

国立スポーツ科学センター（ＪＩＳＳ）やナショナルトレーニングセンター（ＮＴＣ）と

の連携による、選手強化・指導者の資質向上を図る。 

 

・ 国内トップレベルの指導者やスポーツ医・科学の専門家の招へい［P.41にも掲載］ 

 

・ 専門医によるメディカルチェックやスポーツ・クリニックの実施 

 

・ 競技団体の高額特殊備品購入の支援［4,000千円］ 

 

・ 競技団体ごとの強化拠点の整備 

 

・ 合宿・遠征・企業・地域クラブチームへの支援［計144,450千円］ 

 

・ 国民体育大会への本県選手の派遣［89,110千円］       （総合政策局所管事業） 

 

 
※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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・○新第75回冬季スキー国体開催推進事業［217,700千円］ 

     2020年２月に本県で開催予定のスキー国体の開催準備     （総合政策局所管事業） 

 

・ 世界を目指す障害者スポーツアスリート応援事業［3,500千円］ 

     障害者スポーツアスリート選手支援 

     障害者スポーツ全国大会及び国際大会選手派遣         （厚生部所管事業） 

 

 

エ トップアスリートを支援する体制づくりの推進 

・ 富山県民スポーツ応援団トップアスリート支援事業［10,000千円］ 

元気とやまスポーツ応援基金を活用し、オリンピック等で活躍が期待できる本県選手や指

導者の活動を支援する。                    （総合政策局所管事業） 

 

 

(４）スポーツを支える人材の養成と活用 

地域のスポーツ活動を一層推進するため、質の高いスポーツ指導者の育成や国際大会等で活躍

したトップアスリートの活用に努める。 

また、スポーツ指導者とともに、県民の様々なスポーツ活動の企画や運営を支えるスポーツボ

ランティアの必要性や意義等を啓発し、人材の確保と活用に努める。 

 

ア スポーツ指導者やボランティアの確保と活用 

・ 「パスネットとやま」による指導者等の情報提供          （総合政策局所管事業） 

 

イ スポーツ指導者の意識改革や資質向上 

・ 富山県スポーツ選手重点強化プロジェクトの推進［P.40に事業概要］ 

 

・ トップアスリート育成・強化事業［P.40に事業概要］ 

 

・ 国内トップレベルの指導者やスポーツ医・科学の専門家の招へい［P.40にも掲載］ 

（総合政策局所管事業） 

 

ウ 地域のスポーツ指導者の活用とスポーツ団体の育成・支援 

・  武道指導者資質向上支援事業（国委託事業）［P.38に事業概要］ 

 

・ スポーツエキスパート活用推進事業［P.38に事業概要］ 

 
※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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 ・  学校体育活動サポート事業［P.38に事業概要］ 

 

・ 派遣スポーツ主事の全市町村への配置 

市町村の生涯スポーツ振興を支援する。 

 

・ 中学校体育連盟や高等学校体育連盟への活動支援                    （保健体育課） 

 

・○新部活動指導員配置促進事業［P.14に事業概要］             （教職員課） 

 

・ 県スポーツ推進委員協議会の活動支援［1,150千円］ 

 

・ 中高年安全登山指導者講習会の開催［270千円］ 

富山県山岳連盟等と連携し、安全登山を指導できるリーダーを養成する。 

 

・ 富山県体育協会の活動支援［85,187千円］ 

 

・ 富山県生涯スポーツ協議会や加盟団体の活動支援［8,878千円］ 

(総合政策局所管事業) 

 

 

エ スポーツ顕彰制度の充実 

・ 「元気とやまスポーツ大賞」等の贈呈［664千円］ 

スポーツの普及・振興に尽力した個人・団体、スポーツ活動で優れた成果を収めた個人・

団体を表彰する。 

（総合政策局所管事業） 

※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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 ・  学校体育活動サポート事業［P.38に事業概要］ 

 

・ 派遣スポーツ主事の全市町村への配置 

市町村の生涯スポーツ振興を支援する。 

 

・ 中学校体育連盟や高等学校体育連盟への活動支援                    （保健体育課） 

 

・○新部活動指導員配置促進事業［P.14に事業概要］             （教職員課） 

 

・ 県スポーツ推進委員協議会の活動支援［1,150千円］ 

 

・ 中高年安全登山指導者講習会の開催［270千円］ 

富山県山岳連盟等と連携し、安全登山を指導できるリーダーを養成する。 

 

・ 富山県体育協会の活動支援［85,187千円］ 

 

・ 富山県生涯スポーツ協議会や加盟団体の活動支援［8,878千円］ 

(総合政策局所管事業) 

 

 

エ スポーツ顕彰制度の充実 

・ 「元気とやまスポーツ大賞」等の贈呈［664千円］ 

スポーツの普及・振興に尽力した個人・団体、スポーツ活動で優れた成果を収めた個人・

団体を表彰する。 

（総合政策局所管事業） 

※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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９ 教育を通した「ふるさと富山」の創生  
 

基本施策の目標： 

学校や地域、企業等の連携のもと、教育を通した地域の産業、社会を支える人材

育成や、意欲と能力ある若者の県内定着、地域の活性化が進められていること。 

 

(１）地域を支える人材の育成 

学校と地域や企業などが連携した取組みや地域資源を活かした教育活動を推進すると

ともに、地域を理解し愛着を深めるふるさと教育を基盤としたキャリア教育やライフプ

ラン教育の充実、高等教育機関等への支援により、地域の産業や社会を支える人材の育

成を推進する。 

・ 土曜日の豊かな教育活動推進事業［P.３に事業概要］ 

                   (生涯学習・文化財室、県立学校課) 

 

・ 公民館親子で高志の国探検事業［P.３に事業概要］ 

 

・ 放課後子ども教室推進事業［P.３に事業概要］     （生涯学習・文化財室） 

 

・ 社会に学ぶ「14歳の挑戦」事業［P.16に事業概要］  

 

・ とやまの子ども 夢・ふるさと発見事業［P.９に事業概要］   （小中学校課） 

 

・ とやまの高校生ライフプラン教育充実事業［P.９に事業概要］  （県立学校課） 

 

・ 富山型キャリア教育充実事業［P.８に事業概要］ （県立学校課、小中学校課） 

  

 ・ 私立高等学校キャリアプランニング推進事業 [P.８に事業概要]  

（総合政策局所管事業） 

 

 

(２）若者の県内定着の促進 

ふるさとに誇りと愛着を持ち、未来の郷土を支え、社会に貢献する人材の育成に努め

る。 

・ とやまの高校生ライフプラン教育充実事業［P.９に事業概要］  （県立学校課） 

 

・ 富山型キャリア教育充実事業［P.８に事業概要］ （県立学校課、小中学校課） 

 

 ・ 私立高等学校キャリアプランニング推進事業 [P.８に事業概要]  

（総合政策局所管事業） 

 
※ 枠で囲まれた事業等は他部局所管事業 
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第２節 教育行政一般 
 

１ 富山県教育委員会 

(1) 構   成（平成 30年４月１日現在） 

  教 育 長    渋 谷 克 人  教育長職務代理者 山 﨑 弘 一     

委   員    町 野 利 道  委   員    村 上 美也子     

委   員    藤 重 佳代子  委   員    鳥 海 清 司 

          

(2) 議決事項〈平成 30年〉                      ＊は非公開 

 年月日 標     題 主務課(室) 
備

考 

1 H30.1.26 富山県美術館運営委員会委員任命の件 
生涯学習 
・文化財室 

＊ 

2 H30.1.26 富山県水墨美術館運営委員会委員任命の件 
生涯学習 
・文化財室 

＊ 

3 H30.1.26 富山県立山博物館運営委員会委員任命の件 
生涯学習 
・文化財室 

＊ 

4 H30.2.13 富山県立図書館条例施行規則一部改正の件 
生涯学習 
・文化財室 

  

5 H30.2.13 
「富山県公立学校の教員等の資質向上のための指標」の策定

に関する件 
小中学校課   

6 H30.2.13 
平成 30年 2月富山県議会定例会に付議する事案に対する意
見に関する件 

教育企画課 ＊ 

7 H30.3.9 平成 30年度富山県教育委員会重点施策に関する件 教育企画課   

8 H30.3.9 教育職員の人事異動に関する件 教職員課 ＊ 

9 H30.3.19 富山県銃砲刀剣類登録審査委員の任命の件 
生涯学習 
・文化財室 

＊ 

10 H30.3.19 富山県文化財保護審議会委員の任命の件 
生涯学習 
・文化財室 

＊ 

11 H30.3.19 事務局職員の人事に関する件 教育企画課 ＊ 

12 H30.4.17 平成 30年度富山県教科用図書選定審議会委員任命の件 小中学校課 ＊ 
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第２節 教育行政一般 
 

１ 富山県教育委員会 
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委   員    町 野 利 道  委   員    村 上 美也子     

委   員    藤 重 佳代子  委   員    鳥 海 清 司 

          

(2) 議決事項〈平成 30年〉                      ＊は非公開 

 年月日 標     題 主務課(室) 
備

考 

1 H30.1.26 富山県美術館運営委員会委員任命の件 
生涯学習 
・文化財室 

＊ 

2 H30.1.26 富山県水墨美術館運営委員会委員任命の件 
生涯学習 
・文化財室 

＊ 

3 H30.1.26 富山県立山博物館運営委員会委員任命の件 
生涯学習 
・文化財室 

＊ 

4 H30.2.13 富山県立図書館条例施行規則一部改正の件 
生涯学習 
・文化財室 

  

5 H30.2.13 
「富山県公立学校の教員等の資質向上のための指標」の策定

に関する件 
小中学校課   

6 H30.2.13 
平成 30年 2月富山県議会定例会に付議する事案に対する意
見に関する件 

教育企画課 ＊ 

7 H30.3.9 平成 30年度富山県教育委員会重点施策に関する件 教育企画課   

8 H30.3.9 教育職員の人事異動に関する件 教職員課 ＊ 

9 H30.3.19 富山県銃砲刀剣類登録審査委員の任命の件 
生涯学習 
・文化財室 

＊ 

10 H30.3.19 富山県文化財保護審議会委員の任命の件 
生涯学習 
・文化財室 

＊ 

11 H30.3.19 事務局職員の人事に関する件 教育企画課 ＊ 

12 H30.4.17 平成 30年度富山県教科用図書選定審議会委員任命の件 小中学校課 ＊ 
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 年月日 標     題 主務課(室) 
備

考 

13 H30.4.17 
平成 31年度使用義務教育諸学校用教科用図書の採択に係る
諮問事項の件 

小中学校課 ＊ 

14 H30.5.18 
平成 31年度使用義務教育諸学校用教科用図書の採択に係る
諮問事項の件 

小中学校課 ＊ 

15 H30.5.18 富山県いじめ防止対策推進委員会委員任命の件 小中学校課 ＊ 

16 H30.7.17 平成 31年度富山県立学校募集定員等決定の件 県立学校課   

17 H30.7.17 富山県美術館運営委員会委員任命の件 
生涯学習 
・文化財室 

＊ 

18 H30.7.17 富山県水墨美術館運営委員会委員任命の件 
生涯学習 
・文化財室 

＊ 

19 H30.7.17 富山県立山博物館運営委員会委員任命の件 
生涯学習 
・文化財室 

＊ 

20 H30.7.17 情報公開制度に基づく不服申立手続きに対する決定の件 教職員課 ＊ 

21 H30.7.17 
平成 31年度富山県立高等学校及び富山県立特別支援学校高
等部・幼稚部の入学者選抜日程決定の件 

県立学校課 ＊ 

22 H30.9.28 富山県指定有形民俗文化財の指定の件 
生涯学習 
・文化財室 

  

23 H30.9.28 富山県指定天然記念物の指定解除の件 
生涯学習 
・文化財室 

  

24 H30.9.28 平成 30年度教育功労者等表彰の件 教育企画課 ＊ 

25 H30.9.28 
富山県青少年自然の家指定管理候補者選定委員会委員任命

の件 

生涯学習 
・文化財室 

＊ 

26 H30.9.28 
富山県スポーツ推進審議会委員の任命に対する意見に関す

る件 
保健体育課 ＊ 

27 H30.10.22 
平成 30 年度教育委員会の事務の点検及び評価結果報告書
（平成 29年度分）の件 

教育企画課   

28 H30.10.22 平成 31年度富山県立高等学校入学者募集要項制定の件 県立学校課   

29 H30.10.22 
平成 31年度富山県立特別支援学校高等部・幼稚部入学者募

集要項制定の件  
県立学校課   

30 H30.10.22 平成 30年度教育功労者等表彰変更の件 教育企画課 ＊ 
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 年月日 標     題 主務課(室) 
備

考 

31 H30.11.9 平成 30年度末教員異動方針に関する件 教職員課   

32 H30.12.17 
富山県民生涯学習カレッジ地区センター運営会議委員任命

の件 

生涯学習 
・文化財室 

＊ 

33 H30.12.17 富山県教育委員会表彰（学校給食優良学校等）の件 保健体育課 ＊ 

34 H30.12.17 富山県教育委員会表彰（健康教育実践優良学校）の件 保健体育課 ＊ 
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 年月日 標     題 主務課(室) 
備

考 
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２ 県教育委員会行政機構 

（１）組織機構図                  （平成 30年 4月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(

教

育

長

・

委

員

）

教

育

委

員

会

高等学校（全日・定時・通信）４１校２分校

特別支援学校　　１２校１分校

教育力向上班

厚生係

高校教育係

食育安全班

派遣スポーツ主事班

家庭成人教育班

立山荘

教職員課 小中学校人事係

青少年自然の家（呉羽、砺波）

県民生涯学習カレッジ（本部、地区センター（新川、富山、高岡、砺波）)

文化財班

図書館

埋蔵文化財センター

県立学校人事係

教育改革推進班

教

育

次

長

県立学校課 特別支援教育班

学事係

教

育

次

長

企画管理係

小中学校課 管理係

児童生徒育成係

県  立  学  校

学校体育係

保健体育課

教育企画課

生涯学習

・文化財室

教育事務所（東部、西部）

振興班

青少年教育班

管理広報係

学校施設係

企画係

総合教育センター
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（２）教育委員会事務局 所管事項 

【本庁（６室課）】 

課 名 班・係名 所管事項 

教育企画課 

管理広報係 

学校施設係 

企画係 

事務局職員の人事、給与、予算、表彰、広報等 

県立学校施設の整備及び管理、文教施設国補事業 

教育問題研究、政策評価、調査統計 

生涯学習 

・文化財室 

振興班 

青少年教育班 

家庭成人教育班 

 

文化財班 

生涯学習の振興及び社会教育施設の整備・管理 

青少年教育の推進、青少年団体の育成 

成人・女性・家庭教育の推進、社会教育団体育成、

公民館の指導 

文化財の保護、顕彰、文化財保護団体の育成 

教 職 員 課 

企画管理係 

小中学校人事係 

県立学校人事係 

学校事務職員の人事、教職員の給与、予算、研修 

小中学校教育職員の人事、給与、服務 

県立学校教育職員の人事、給与、服務 

県立学校課 

教育改革推進班 

特別支援教育班 

学事係 

高校教育係 

県立高校再編、学級編成 

特別支援教育指導 

授業料、育英奨学 

高等学校教育指導 

小中学校課 

教育力向上班 

管理係 

児童生徒育成係 

幼・小・中学校教育指導 

幼稚園保育料、就学奨励 

小・中・高等学校生徒指導 

保健体育課 

派遣スポーツ主事班 

食育安全班 

厚生係 

学校体育係 

市町村社会体育・スポーツの振興 

学校の保健、安全、健康管理、学校給食の指導 

教職員の福利厚生、共済組合 

学校体育の指導 

 

 

【出先機関及び教育機関】 

機関名 所管事項・設置目的等 

教育事務所（東部・西部） 小・中学校教員の人事、給与、研修、指導 

県民生涯学習カレッジ 
（本部、新川・富山・高岡・砺波地区

センター） 

生涯学習の振興、講座開設 

総合教育センター 教育研究、教員研修、教育相談、生徒実習 

県立図書館 図書・記録・その他資料の収集整理保存、閲覧・貸出 

青少年自然の家（呉羽・砺波） 青少年の集団宿泊訓練、野外活動の推進 

立山荘 レクリエーションの振興を図る施設の提供 

埋蔵文化財センター 埋蔵文化財の調査研究、収蔵及びその活用 
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（２）教育委員会事務局 所管事項 

【本庁（６室課）】 

課 名 班・係名 所管事項 

教育企画課 

管理広報係 

学校施設係 

企画係 

事務局職員の人事、給与、予算、表彰、広報等 

県立学校施設の整備及び管理、文教施設国補事業 

教育問題研究、政策評価、調査統計 

生涯学習 

・文化財室 

振興班 

青少年教育班 

家庭成人教育班 

 

文化財班 

生涯学習の振興及び社会教育施設の整備・管理 

青少年教育の推進、青少年団体の育成 

成人・女性・家庭教育の推進、社会教育団体育成、

公民館の指導 

文化財の保護、顕彰、文化財保護団体の育成 

教 職 員 課 

企画管理係 

小中学校人事係 

県立学校人事係 

学校事務職員の人事、教職員の給与、予算、研修 

小中学校教育職員の人事、給与、服務 

県立学校教育職員の人事、給与、服務 

県立学校課 

教育改革推進班 

特別支援教育班 

学事係 

高校教育係 

県立高校再編、学級編成 

特別支援教育指導 

授業料、育英奨学 

高等学校教育指導 

小中学校課 

教育力向上班 

管理係 

児童生徒育成係 

幼・小・中学校教育指導 
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小・中・高等学校生徒指導 

保健体育課 

派遣スポーツ主事班 
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厚生係 

学校体育係 
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学校の保健、安全、健康管理、学校給食の指導 

教職員の福利厚生、共済組合 

学校体育の指導 

 

 

【出先機関及び教育機関】 

機関名 所管事項・設置目的等 

教育事務所（東部・西部） 小・中学校教員の人事、給与、研修、指導 

県民生涯学習カレッジ 
（本部、新川・富山・高岡・砺波地区

センター） 

生涯学習の振興、講座開設 

総合教育センター 教育研究、教員研修、教育相談、生徒実習 

県立図書館 図書・記録・その他資料の収集整理保存、閲覧・貸出 

青少年自然の家（呉羽・砺波） 青少年の集団宿泊訓練、野外活動の推進 

立山荘 レクリエーションの振興を図る施設の提供 

埋蔵文化財センター 埋蔵文化財の調査研究、収蔵及びその活用 
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【知事部局と共管（平成 18年４月～）】 

機関名 設置目的等 

富山県美術館 県民の美術に関する知識の普及及び教養の向上 

水墨美術館 水墨画等の文化的所産の紹介による教養の向上 

立山博物館 立山の自然、歴史等に関する資料の収集、保管、展示、調査研究 

 

 

 

３ 県教育事務所 

 県教育事務所は、県教育委員会事務局の出先機関として、東部、西部の２ヵ所に設

置し、管内小・中学校職員の服務規程、各学校の教育指導、社会教育の指導等の業務

を行っている。 

その名称、位置、所管区域は次のとおりとなっている。 

 

                          （平成 30年４月１日現在） 

名称 位置 所管区域 

東部教育事務所 富山市 
富山市、魚津市、黒部市、滑川市、 

朝日町、入善町、舟橋村、立山町、上市町 

西部教育事務所 高岡市 
高岡市、氷見市、射水市、砺波市、小矢部市、 

南砺市 

 

 

 

４ 市町村教育委員会 

<組織別教育委員会数>                 （平成 30年４月１日現在） 

区分 市 町 村 計 

委員５人制 10 4 1 15 

委員３人制 － － － － 

計 10 4 1 15 
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第３節 教育財政 
 

＜平成30年度当初予算の概況＞ 

 

(1) 一般会計 

 平成30年度県予算総額は、5,487億5,484万円で、前年度と比較して13億1,296万円

増加（0.2％増）している。 

 このうち、教育委員会所管予算額は、921億2,532万円で、前年度と比較して2億8,943

万円減少し（0.3％減）、県の一般会計予算全体に占める割合は、16.8％となっている。 

 
ア 県予算との比較                         （単位：千円） 

区   分 平成 29年度 平成 30年度 増  減 構 成 比 対前年度比 

県 予 算 547,441,880 548,754,840 1,312,960 100.0% 100.2% 

教育委員会所管予算 92,414,752 92,125,319 △ 289,433 16.8% 99.7% 

 
イ 「項」別内訳表                         （単位：千円） 

区   分 平成 29年度 平成 30年度 増  減 構 成 比 対前年度比 

教育総務費 2,678,299 2,622,866 △ 55,433 2.8% 97.9% 

小学校費 33,526,066 32,912,600 △ 613,466 35.7% 98.2% 

中学校費 19,070,577 18,988,473 △ 82,104 20.6% 99.6% 

高等学校費 25,679,889 26,359,023 679,134 28.6% 102.6% 

特別支援学校費 9,782,846 9,575,114 △ 207,732 10.4% 97.9% 

社会教育費 1,146,470 1,145,021 △ 1,449 1.2% 99.9% 

保健体育費 530,605 522,222 △ 8,383 0.6% 98.4% 

合計 92,414,752 92,125,319 △ 289,433 100.0% 99.7% 

 
(2) 特別会計                            （単位：千円） 

会  計  名 平成 29年度 平成 30年度 増  減 対前年度比 

奨学資金特別会計 
（教育委員会所管分） 

185,823 179,435 △ 6,388 96.6% 
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第４節 表  彰 
 

１ 叙 勲 

(1) 平成 29 年春の叙勲  
〈教育功労〉  

瑞宝小綬章  中西  彰  
瑞宝双光章  塚田 峻三  
瑞宝双光章  田中 昭利  
瑞宝双光章  舘  俊博  

 
〈学校保健功労〉  

瑞宝双光章  森田 嘉樹  
瑞宝双光章  水橋 影之  

 
〈スポーツ振興功労〉  

旭日双光章  松本 睦男  
 

〈社会教育功労〉  
旭日双光章  岩田 繁子  

(2) 平成 29 年秋の叙勲 

〈教育功労〉  
瑞宝小綬章  結城 正斉  
瑞宝小綬章  吉田 久夫  
瑞宝双光章  水上 庄子  
瑞宝双光章  岡田 卓男  

 
〈学校保健功労〉  

瑞宝双光章  小西 俊英  
瑞宝双光章  安達  昭  

 
〈スポーツ振興功労〉  

   旭日単光章  山﨑 哲正  
 
 
 

 

〈文化財保護功労〉  
旭日単光章  若森 征雄  

 

 

 

２ 県教育委員会表彰 

(1) 文化の日を機会とする表彰（平成 29 年 11 月１日県庁４階大ホール）

〈学校教育功労者〉  
 清水  勉  
 長尾 順子  
 木本 秀樹  
 野口 俊文  
 若林 政之  
 池田  満  
 橋本 芳夫  

 
  〈学校保健功労者〉  

藤澤 貞志  
宮﨑 あゆみ  
山本 雅康  
加藤 弘直  

 
山本 武夫  
前崎 勇喜雄  
 

〈優良学校〉  
富山市立呉羽小学校  
富山県立南砺福野高等学校  
 

 
〈優良教育団体〉 

富山県立南砺福野高等学校  
放送局  

富山県立八尾高等学校  
郷土芸能部  

    

藤
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〈優良児童生徒〉  
柴田 夏葵 

三輪 翔太 

山元 三奈 

 

 

〈優良教職員〉  
石井 朋子 

老田 真和 

岡崎 優子 

角  恵美 

辻  純子 

富山 有紀子 

鍋島 朋子 

堀井 祐一 

道下 佐和子 

有澤 祐子 

大前 奈津子 

海見 英理 

川井 祐美 

柴垣 真美子 

松井 真一郎 

神田 賢二 

出口 奈津子 

宮島 幹雄 

向  悟司 

竹原 有里子 

藤田 真由美 

山崎 幸美 

 

〈社会教育功労者〉  
殿山 美喜夫  
畠平 勝光  
山本 広志  
 

〈優良社会教育団体〉  
いきいき観光ボランティア  

新湊「あゆの風」 
富山市立五福小学校ＰＴＡ  
 

〈優良社会教育機関〉  
小矢部市立水島公民館  

 

〈芸術文化功労者〉  
往蔵 久雄  
福井 文夫  

 

〈優良芸術文化団体〉  
   木舟城跡保存会  

 

〈優良体育・スポーツ活動推進者〉 

坂井 希良来 

高林 心温 

前田 絆成 

山田 呼夏 

福島  聖 

村上 堅信 

十三ジュニアハンドボールクラブ 

富山ウォーターポロクラブ 

富山県立水橋高等学校カヌー部 

（福島晴貴・平井兵馬組） 

⻆
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(2) 富山県健康教育実践優良学校表彰（平成 29年 11月１日 県庁３階特別室） 

ア 総合の部門（－いきいき富山っ子賞－） 

  (ｱ) 優 良 校  富山市立大庄小学校 

  (ｲ) 準優良校  氷見市立上庄小学校 

  (ｳ) 努 力 校  入善町立入善小学校     射水市立中太閤山小学校 

          砺波市立砺波南部小学校 

 イ 近視予防の部門 

  (ｱ) 優 良 校  砺波市立砺波北部小学校  

  (ｲ) 準優良校  入善町立上青小学校 

  (ｳ) 努 力 校  氷見市立朝日丘小学校 

 ウ よい歯の部門  

  (ｱ) 優 良 校  砺波市立鷹栖小学校 

  (ｲ) 準優良校  魚津市立大町小学校 

  (ｳ) 努 力 校  小矢部市立東部小学校     氷見市立速川小学校 

 

(3) 富山県学校給食関係表彰（平成 30年 1月 17日 県庁 ３階特別室） 

 ア 学校給食優良学校等 高岡市立成美小学校 
                          魚津市学校給食センター 
 イ 学校給食功労者   池田 育代 （しらとり支援学校 学校栄養職員） 
             大毛利 裕子（山室小学校 調理員） 
             森永 敏子 （定塚小学校 調理員） 
  
３ 県表彰 

(1) 県功労表彰（平成 29年 11月１日 県庁４階大ホール） 

  〈学校教育〉            
   氷見 哲正  澤中 幹夫  嘉義 陽子  増田 正夫 

〈学校保健〉 
   伊井 祥  
  〈社会教育〉 
   堀内 國春 
  〈文化〉 
   尾山七夕流し保存会 

〈スポーツ〉 
   荒木 正志   上野  茂  徳川 愛実  中川 瑞貴  向 翔一郎  

谷口 さつき  若杉 瑞帆  
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(2)スポーツ部門功労者表彰（平成 29年 11月 22日 県庁３階特別室） 

〈スポーツ功労者〉 
   中條 義彦  犬島 宗男  二塚  淳  姿  豊晴 

〈優秀スポーツ選手・団体〉 
   稲場 航平  髙橋 菜那  近谷  涼  清水 里佳子  福居 紗希 
   稲場 朱里  西本 拳太  荒田 恭兵  木下  駿 
   富山県自転車競技連盟富山県チーム 
   国民体育大会バドミントン競技成年男子富山選抜チーム 
  〈優良スポーツ団体〉 

 井波剣友会 
天神ビーチボールクラブ 

 稲積少年会野球部 
 ＴＯＭＡＲＩフットボールクラブ 
 舟見地区体育協会 
 

 
４ 中央表彰 

(1) 地方教育行政功労者表彰 

（文部科学大臣表彰 平成 29年 10月 13日 文部科学省講堂） 

若林 啓介（富山市教育委員会委員） 
大岩 久七（立山町教育委員会教育長） 

 

(2) 教育者表彰（文部科学大臣表彰 平成 29年 12月５日 文部科学省講堂） 

村上 正幸（入善町立入善小学校長） 
牧田 康博（富山市立東部中学校長） 

   神田  聡（富山県立魚津高等学校長） 

 

(3) 優秀教職員表彰（文部科学大臣表彰 平成30年１月15日 東京大学安田講堂） 

扇谷 由香子 入善町立入善小学校 

高島 恭子 富山市立岩瀬小学校 

金場 安史 高岡市立伏木中学校 

井川 忠司 富山県立富山工業高等学校 

角間 栄作 富山県立高岡工芸高等学校 

西永   毅 富山県立石動高等学校 

廣野 泰資  富山県立八尾高等学校 

泉澤   香 富山県立富山聴覚総合支援学校 
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角間 栄作 富山県立高岡工芸高等学校 

西永   毅 富山県立石動高等学校 

廣野 泰資  富山県立八尾高等学校 

泉澤   香 富山県立富山聴覚総合支援学校 
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(4) 産業教育功労者表彰 

（産業教育振興中央会表彰 平成 29年 11月２日県庁４階大ホール） 
八島美智子   富山県立富山いずみ高等学校      校 長 
西脇 清史   富山県立魚津工業高等学校      校 長 
村井 雅人   富山県立富山北部高等学校      教 頭 
的池 秋成   富山県立砺波工業高等学校      教 頭 
安川 省司   富山県立富山工業高等学校      教 諭 
岩田 昭志   富山県立魚津工業高等学校      教 諭 
本間 恭子   富 山 県 立 氷 見 高 等 学 校      教 諭 
嶋田 恵子   富山県立富山商業高等学校      教 諭 
棚田 英治   富山県立砺波工業高等学校      教 諭 
宮丸 隆司   富山県立富山工業高等学校      教 諭 
中田 恵子   富山県立志貴野高等学校      教 諭 
葛井 保秀   富山県立高岡工芸高等学校      教 諭 
石田 郁子   富 山 県 立 雄 山 高 等 学 校      教 諭 
下山ひとみ   富 山 県 立 滑 川 高 等 学 校      教 諭 
吉田 広子   富山県立しらとり支援学校      教 諭 
山岡  裕   富山県立富山工業高等学校      実習教諭 
小林 高志   富山県立富山工業高等学校      実習教諭 
小林 克子   富山県立富山商業高等学校      実習教諭 

 

(5) 生涯スポーツ功労者及び生涯スポーツ優良団体表彰 

（文部科学大臣表彰 平成 29年 10月６日 中央合同庁舎第７号館３階講堂） 

  〈生涯スポーツ功労者〉 

   平井 芳一（元富山県レスリング協会会長） 

   橘川 謙三（富山県柔道連盟会長） 

  〈生涯スポーツ優良団体〉 

   ガッツ石動（小矢部市） 

   伏木錬成館バトン教室（高岡市） 

   泊サンフラワーズ（朝日町） 

   公益社団法人日本３Ｂ体操協会富山県支部 

 

(6) スポーツ推進委員功労者表彰 

（文部科学大臣表彰 平成 29年 11月９日 つくばカピオ） 

   宮﨑  稔（魚津市） 
   酒井 孝治（高岡市） 
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(7) 学校保健及び学校安全に関する表彰 

（文部科学大臣表彰 平成 29年 11月 16日 三重県総合文化センター） 

   学校保健 吉田 耕司郎〔学 校 医〕（高岡市） 

        宮島  久仁〔学 校 医〕（高岡市） 

   学校安全ボランティア活動奨励賞 北加積地区安全なまちづくり推進センター 

学校安全パトロール隊(滑川市) 

金山自主防犯パトロール隊(射水市) 

 

(8) 学校給食表彰 

（文部科学大臣表彰 平成 29年 11月９日 鹿児島市民文化ホール） 

   学校給食優良学校等     富山市立山室小学校 

   学校給食功労者       松川 真弓（福光東部小学校 栄養教諭） 

   学校給食功労団体      新湊漁業協同組合 

 

(9) 子どもの読書活動に関する表彰 

（文部科学大臣表彰 平成 29年４月 23日 国立オリンピック記念青少年総合センター） 

  〈子どもの読書活動優秀実践図書館〉 

氷見市立図書館 

  〈子どもの読書活動優秀実践団体〉 

小矢部市民図書館おとぎの館図書室語りべの会 

〈子どもの読書活動優秀実践校〉 

    富山市立芝園小学校 

    高岡市立中田小学校 

    富山県立南砺福光高等学校 

 

(10)「地域学校協働活動」推進に係る表彰 

（文部科学大臣表彰 平成 29年 12月７日 文部科学省） 

   朝日町 朝日中学校放課後学習相談室 

   高岡市 土曜古府っ子教室 

 

(11)地域文化功労者表彰 

（文部科学大臣表彰 平成 29年 11月 22日 文部科学省） 

   小島 俊彰  
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(12)優良 PTA 

  （文部科学大臣表彰 平成 29年 11月 17日 ホテルニューオータニ） 

    射水市立塚原小学校ＰＴＡ 

        富山市立水橋中学校育友会 

  （文部科学大臣表彰 平成 29年８月 24日  

静岡県小笠山総合運動公園エコパ エコパアリーナ） 

    富山県立高岡工芸高等学校ＰＴＡ 

 

(13)優良公民館表彰 

  （文部科学大臣表彰 平成 30年３月８日 文部科学省） 

    黒部市立下立公民館 

    砺波市立栴檀山公民館 

 

(14)キャリア教育優良学校 

  （文部科学大臣表彰 平成 30年１月 11日国立オリンピック記念青少年総合センター） 

 富山市立新庄中学校 

 富山県立滑川高等学校 

    富山県立八尾高等学校 
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第５節 広報広聴活動 
 

１ 広報資料 

平成 29年度は、「教委だより」等による独自活動のほか、広報課との協力による広報活

動、記者クラブを通じての情報提供等を行った。 

県教育委員会の主な広報資料は下記のとおり。 

 

(1) 教委だより 県教育の現況、関係事業の案内及び報告等。年４回発行。 

小・中・高・特別支援学校の教職員及び教育関係機関に配布。 

Ａ４判、12ｐ（初回のみ８ｐ)、1回 11,000部 

(2) 教 育 要 覧 県教育の事業実績、参考資料等。年１回発行。Ａ４判、245ｐ 

   ※18年度から県ホームページで掲載（情報公開窓口、県立図書館は製本版を配置） 

(3) 富山県の教育 県教育の現況を、図表・グラフ等により紹介。11月発行。 

市町村教委、県立学校、教育関係機関等に配布。 

Ａ４判、８ｐ、中とじ、1,000部。 

(4) 福利とやま 福祉事業の紹介、結果報告等。年 4回発行。 

小・中・高・特別支援学校の教職員及び県教委事務局職員に配布。 

Ａ４判、平均 12ｐ、１回 9,300部 

 

 

２ 県の広報媒体の利用 

  一般県民に対する広報活動は、県の広報媒体を利用して行っている。 

・新聞広報「県からのお知らせ」（毎月２～３回土曜日朝刊） 

・広報紙「県広報とやま」（各世帯配布。４、６、８、10、１月の年５回） 

・タウン誌広報「月刊タウン情報とやま（ＴＪ）」（年５回） 

・フリーペーパー広報「０２」（北日本新聞） 

「minto」（読売新聞） 

「ふみたん」（富山新聞）（年５回） 

・テレビ放送「こんにちは富山県です」（北日本放送 毎週土曜 午前 15分 ○再金曜午前） 

「元気とやま 情報チャンネル」（富山テレビ放送 毎月最終土曜 午後 55分） 

「とやまメモらナイト」（チューリップテレビ 毎週日曜 夜３分 ○再金曜午前） 

・ラジオ放送「元気とやま情報スクエア」（ＦＭとやま 毎週月～金曜 午前５分 ○再夕方） 

（※ 毎月最終金曜は、「知事の県政ざっくばらん」 10分） 

・お知らせ（パブリシティ）テレビ・ラジオ各局、ケーブルテレビ各局、コミュニティＦＭ各局 
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第６節 奨学事業 
 

１ 県の奨学事業 

(1) 富山県奨学資金 

  貸与条例に基づき、有為な人材の育成を図るため、経済的理由のために修学困難 

で、かつ優れた者に無利子で奨学資金を貸与している。  

  貸与金の返還方法は、卒業後６カ月の措置期間を含めて 10 年６ヵ月の期間内に 

年賦又は半年賦で返還する。  

 

ア 貸与月額                       （平成 29 年度）  

学校種別 
国 公 私

立 区 分  

通学 

区分 

１年（円） 

(H29 入学 ) 

２年（円） 

(H28 入学 ) 

３年（円） 

(H27 入学 ) 

４年（円） 

(H26 入学 ) 

５年（円） 

(H25 入学 ) 

６年（円） 

(H24 入学 ) 

高等学校  

特別支援学校高等部  

中等教育学校後期課程  

専修学校高等課程 

国立 

公立 

自宅 18,000     

自宅外 23,000     

私立 
自宅 30,000     

自宅外 35,000     

高等専門学校  
（ 4 年次より貸与月額増）  

なし なし 18,000 44,000   

大  学 

（短期大学を含む） 
なし 

自宅 45,000  

自宅外 51,000  

専修学校専門課程 なし なし     44,000    

 
 イ 奨学生採用状況               （平成 30 年３月 31 日現在）  

23 24 25 26 27 28 29
人 人 人 人 人 人 人

80 59 45 51 40 21 23
採用者数 52 31 27 28 27 12 18

高　　校 志願者数 117 112 101 102 81 83 57
(高専を含む) 採用者数 112 109 98 97 80 77 53

志願者数 21 24 10 9 23 12 10
採用者数 15 16 7 6 16 9 7

区分　　　　　年度

大　　学

専修学校

志願者数

 
 ウ 学年別貸与人員               （平成 30 年３月 31 日現在）  
区分　　　　　   学年 1 2 3 4 5 6 計

人 人 人 人 人 人 人

高 等 学 校 48 72 60 1 0 0 181
専修学校（高等課程） 0 0 1 0 0 0 1
高 等 専 門 学 校 4 0 2 2 2 0 10
大 学 14 6 28 20 1 1 70
専修学校（専門課程） 3 11 7 0 0 0 21  
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(2) 定時制通信制修学奨励金貸与事業  
  修学奨励金貸与条例に基づき、働きながら高校の定時制及び通信制に在学する者に対

し、修学奨励金を貸与することによりその修学を促進し、もって教育の機会均等に資す

る。  
  なお、定時制又は通信制高校を卒業した場合は、返還債務は免除される。  
 
 ア 貸与月額       （平成 30 年３月 31 日現在）  

区 分  貸与月額  
定時制課程  １･２･３･４年(次)生 公立 14,000 円  
通信制課程  １･２･３･４年次生  公立 14,000 円  

 
イ 奨学生採用状況        （平成 30 年３月 31 日現在）  
年度  25 26 27 28 29 

申請者数  6 人  2 人  4 人  4 人  3 人  
採用者数  6 人  2 人  4 人  3 人  3 人  

 
 ウ 学年別貸与人員       （平成 30 年３月 31 日現在）  
区分   学年  １  ２  ３  ４  

定時制課程  0 人  1 人  1 人  1 人  
通信制課程  0 人  0 人  0 人  0 人  

 
(3) その他（災害被災者への措置）  
  平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災の被災幼児児童生徒に対して、就学支援

措置を講じた。  
・転校・転入学の受入れ（30.5.1 現在）  

市町村立小学校９人、同中学校 13 人、県立高校４人  
・就学支援事業  

幼稚園保育料等の軽減、小・中学校における就学費用の援助、県立高校入学料の免

除（29 年度１人）及び入学考査手数料の免除（30 年度入学者選抜１人）  
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